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効
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競
費
法
上
の
競
費
手
綾
に
つ
い
て
公
信
的
な
効
果
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
訴
訟
理
論
上
の
必
要
は
あ
る
か
。

　
公
信
的
な
効
果
を
、
認
め
う
る
な
ら
ば
認
め
た
い
と
い
ふ
の
が
、
ほ
黛
法
律
家
一
般
の
一
致
し
た
見
解
で
あ
る
が
、
通
論
は
こ
の
希
望
を
訴
訟

理
論
上
の
要
求
と
し
て
主
張
し
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
現
に
訴
訟
理
論
の
名
の
も
と
に
公
信
的
効
果
の
承
認
も
し
く
は
付
與
を
要
求

す
る
二
三
の
有
力
な
學
読
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
通
論
的
立
場
か
ら
も
、
そ
の
結
論
が
通
読
に
と
つ
て
寧
ろ
便
利
で
あ
る
た
め
か
、
こ
の
有
力

読
に
封
し
て
さ
ほ
ど
明
確
な
論
難
は
加
へ
ら
れ
ず
に
來
て
ゐ
る
。
勿
論
、
批
剣
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
あ
る
も
の
は
、
超
越
的
な
批
到

で
あ
つ
て
、
内
在
的
な
批
到
で
は
な
い
。

　
も
し
、
訴
訟
理
論
の
名
の
も
と
に
、
通
用
す
べ
か
ら
ざ
る
理
論
が
、
見
逃
さ
れ
て
行
は
れ
る
こ
と
で
も
あ
れ
ば
、
本
來
の
訴
訟
理
論
の
た
め
に

は
將
來
か
へ
つ
て
思
は
ぬ
損
失
を
招
く
こ
と
に
な
ら
う
。
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
言
は
ゆ
る
理
論
と
し
て
主
張
せ
ら
れ
る
も
の
は
、
國
家
行
爲
と
く

に
裁
到
の
効
力
の
特
殊
性
や
、
到
決
手
績
と
執
行
手
績
と
の
關
蓮
と
い
っ
た
や
う
な
、
訴
訟
法
學
の
基
本
的
間
題
に
、
關
係
す
る
と
こ
ろ
が
少
く

　
　
　
競
責
手
綾
と
公
信
的
効
果
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
（
七
九
）



　
　
　
競
責
手
績
と
公
信
的
効
果
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
（
八
○
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な
い
。
こ
の
意
味
で
、
浩
極
的
に
は
無
用
の
議
論
を
切
捨
て
る
必
要
、
積
極
的
に
は
訴
訟
法
學
の
基
本
的
間
題
考
察
の
幾
分
の
材
料
を
拾
ひ
あ
げ

た
い
と
い
ふ
希
望
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
右
の
問
題
を
取
上
げ
る
の
で
あ
る
。

競
嚢
と
い
窪
典
が
、
現
行
嚢
令
の
嘉
最
至
不
備
ナ
ル
葎
ノ
一
ナ
告
ト
ハ
、
斯
界
ノ
定
論
」
で
あ
る
善
鮭
て
ゐ
る
（
難

蜘
譜
越
．
豊
難
難
麟
議
鵡
）
．
そ
の
た
め
、
あ
法
典
議
正
し
て
、
い
は
ゆ
る
競
掌
蓼
改
め
る
必
覆
、
早
く
か
ら
唱
へ
ら

れ
て
來
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
際
、
改
正
の
焦
鮎
と
せ
ら
れ
る
も
の
は
、
債
務
名
義
の
採
用
で
あ
る
。
通
常
、
現
行
競
萱
法
の
解
繹
論
と
し
て

は
、
競
費
手
綾
に
債
務
名
義
は
不
必
要
な
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
を
り
、
實
務
も
こ
の
解
繹
に
從
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
黙
こ
そ
民
事
訴
訟

法
典
難
の
矯
執
行
議
と
の
磐
響
な
相
轄
墓
る
と
票
れ
て
ゐ
る
（
耐
聡
蓼
難
璽
難
膿
誰
馨
麟
咽
鵡
孕
華
．

こ
の
現
朕
を
改
め
て
、
競
費
手
績
に
も
執
行
手
績
と
同
様
、
債
務
名
義
を
必
要
と
す
る
や
う
に
法
典
を
改
正
す
べ
し
と
す
る
の
が
、
競
責
法
改
正

論
の
主
眼
瓢
で
あ
つ
て
、
そ
の
理
由
は
、
競
費
の
結
果
目
的
物
の
所
有
権
を
取
得
す
べ
き
地
位
に
立
つ
競
落
入
の
保
護
の
必
要
か
ら
、
競
費
手
綾

に
公
信
的
効
果
を
付
與
す
る
た
め
、
と
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
競
費
法
を
不
備
な
法
律
と
断
定
す
る
「
斯
界
ノ
定
論
」
は
、
か
x
る
改
正
論
・
立

法
論
を
、
通
論
的
見
解
と
し
て
確
立
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
か
や
う
な
實
際
上
の
必
要
と
い
ふ
こ
と
を
超
え
て
、
改
正
論
者
の
な
か

に
は
、
公
信
的
効
果
の
付
與
の
必
要
を
、
競
費
手
績
の
本
質
と
か
、
公
費
な
い
し
金
鏡
執
行
の
必
然
の
要
求
と
か
い
ふ
も
の
を
援
用
し
て
、
さ
ら

に
訴
訟
理
論
的
に
基
礎
づ
け
よ
う
と
す
る
も
の
が
現
れ
た
。
現
行
法
の
態
度
を
評
し
て
「
理
論
上
」
に
「
到
底
失
當
た
る
を
冤
れ
な
い
」
と
す
る

の
が
、
あ
傾
向
の
合
言
薯
あ
る
（
鱗
鋳
藷
離
｛
議
V
．
そ
し
て
、
あ
傾
窪
、
さ
ら
に
進
ん
で
、
立
法
論
乞
て
公
信
的
黎
の

付
與
を
主
張
す
る
に
と
y
ま
ら
ず
、
或
は
現
行
法
上
す
で
に
債
務
名
義
は
必
要
な
る
も
の
と
読
き
、
或
は
債
務
名
義
な
き
ま
x
現
行
法
上
す
で
に

公
信
的
効
果
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
主
張
す
る
傾
向
ま
で
を
誘
致
し
た
。
果
し
て
、
そ
の
や
う
な
「
理
論
の
要
求
」
な
る
も
の
が
認
め
ら
れ
る
で
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あ
ら
う
か
。
以
下
は
、
競
落
人
の
保
護
を
中
心
と
す
る
實
際
上
の
必
要
と
い
ふ
こ
と
を
超
え
て
主
張
せ
ら
れ
る
斯
か
る
所
謂
訴
訟
理
論
な
る
も
の

の
、
當
否
を
検
討
ず
る
も
の
で
あ
る
。
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　四

年
六
月
一
日
判
決
民
集
へ
巻
五
七
三
頁
）
。

本
稿
で
民
事
訴
馨
上
墨
製
行
議
（
響
騨
辮
手
）
墨
信
的
黎
麓
る
と
い
ふ
の
は
、
手
績
の
か
や
う
な
結
曇
指
す
の
で
あ
る
。

　
こ
の
や
う
な
爾
手
績
の
取
扱
の
相
違
は
、
劃
例
・
學
読
の
自
覧
的
な
匿
別
に
よ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
偶
然
に
生
じ
た
現
象
で
は
な
い
。

叉
抵
當
灌
設
定
行
爲
ニ
シ
テ
本
來
無
敷
ナ
ル
以
上
ハ
抵
當
灌
ノ
實
行
ト
シ
テ
競
費
ヲ
爲
シ
得
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
非
ス
假
令
競
費
シ
タ
リ
ト
テ
敷
力
ナ
ク
競
落
人
ニ
シ
テ
善

意
ナ
リ
ト
ス
ル
モ
所
有
灌
ノ
之
二
移
輔
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
非
ス
彼
ノ
到
決
ノ
執
行
ト
シ
テ
爲
サ
レ
タ
ル
不
動
産
ノ
張
制
競
費
ノ
場
合
二
在
リ
テ
ハ
後
日
到
決
力
廃
棄
セ

　
ラ
ル
ル
ト
モ
既
二
競
落
ニ
ョ
リ
テ
所
有
権
ヲ
取
得
セ
ル
者
ハ
影
響
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ナ
シ
ト
錐
之
執
行
ノ
當
時
有
敷
ナ
ル
債
務
名
義
存
在
ツ
タ
ル
、
一
因
ル
モ
ノ
ナ
リ
然

　
ル
ニ
抵
當
権
實
行
ト
シ
テ
ノ
競
費
バ
抵
當
灌
ノ
有
敷
二
存
在
ス
ル
コ
ト
ヲ
前
提
ト
シ
テ
爲
サ
ル
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
之
力
無
敷
タ
ル
以
上
競
費
ハ
實
膿
法
上
ノ
敷
カ
ヲ
生

　
シ
得
ヘ
キ
理
ナ
ケ
レ
ハ
所
有
樒
移
韓
ノ
敷
果
稜
生
ス
ル
ニ
由
ナ
シ
（
大
審
院
昭
和
六
年
五
月
二
日
新
聞
三
二
七
〇
號
一
三
頁
）
。

　
か
く
競
費
手
績
に
公
信
的
効
果
が
な
い
こ
と
は
、
競
落
人
の
保
護
の
た
め
に
好
ま
し
く
な
い
こ
と
疑
が
な
い
。
競
落
入
の
保
護
に
鮫
け
る
こ
と

は
、
競
寧
績
の
偏
を
憲
、
競
震
箏
低
下
竺
め
、
不
動
産
金
融
の
阻
害
暴
た
さ
し
め
ゑ
奪
）
（
轟
韻
勲
）
．
通
強
、
を

る
結
果
を
耐
ふ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
し
、
競
費
手
績
改
正
論
の
主
眼
黙
と
し
て
公
信
的
効
果
の
付
與
を
要
求
し
、
そ
の
た
め
競
費
手
績
に
も
執
行

手
績
と
同
様
、
債
肇
義
藁
す
薯
の
と
略
る
こ
と
を
、
主
張
す
る
の
で
あ
る
（
毒
禰
潮
諜
錘
鑛
鶏
譲
離
曙
嘱
嫉
解

魏
噸
劉
聖
一
、
鵯
壕
謙
）
．

　
い
ま
試
み
に
競
落
人
の
保
護
の
必
要
に
封
立
す
る
他
の
實
髄
“
法
政
策
的
要
求
が
な
い
と
假
定
す
れ
ば
、
印
ち
、
試
み
に
競
費
手
績
が
公
信
的

効
果
を
も
つ
こ
と
を
望
ま
し
い
に
決
ま
つ
て
ゐ
る
も
の
と
假
定
す
れ
ば
、
こ
れ
を
理
由
と
し
て
債
務
名
義
を
要
求
す
る
通
詮
的
立
法
論
は
正
し
い

も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
何
故
な
ら
、
公
信
的
効
果
と
債
務
名
義
と
は
結
合
す
る
も
．
の
で
、
債
務
名
義
が
あ
れ
ば
手
績
に
公
信
的
効
果
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
反
封
に
、
債
務
名
義
を
用
ゐ
ず
し
て
手
績
に
公
信
的
効
果
を
認
め
る
こ
と
は
無
理
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
段
は
後
に

別
に
詮
く
。
前
段
は
次
の
如
く
に
し
て
明
か
で
あ
ら
う
。

　
勲
行
手
綾
が
本
來
實
現
せ
ら
る
べ
き
請
求
樺
の
存
在
し
な
い
場
合
に
許
さ
る
べ
き
で
な
い
の
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
實
艦
椹
の
存
否
と
手
績
の



二

　
現
行
競
萱
法
の
通
読
的
解
繹
論
に
從
へ
ば
、
次
の
や
う
な
場
合
に
、
次
の
や
う
な
結
果
が
生
じ
る
．

競
費
ハ
灌
利
ノ
實
行
方
法
二
外
ナ
ラ
サ
レ
ハ
競
費
力
競
費
法
上
適
法
二
完
結
シ
タ
ル
モ
唯
権
利
實
行
ノ
方
法
力
手
績
上
有
敷
二
行
ハ
レ
タ
ル
ニ
止
マ
リ
其
結
果
タ
ル

所
有
権
移
鱒
ノ
實
膿
上
ノ
敷
カ
ハ
之
二
依
リ
テ
確
定
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ス
所
有
灌
移
韓
ノ
實
農
上
有
敷
ナ
ル
ヤ
否
ヤ
ハ
競
費
法
二
依
リ
實
行
サ
レ
タ
ル
灌
利
ノ
實
騰
上

有
敷
ナ
リ
ヤ
否
ヤ
ニ
依
リ
定
マ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
實
行
サ
レ
タ
ル
灌
利
ニ
シ
テ
無
敷
ナ
ル
ニ
於
テ
ハ
競
落
。
r
因
ル
所
有
権
移
韓
ノ
敷
カ
ハ
競
費
手
績
完
結
後
ト
錐

　
モ
筒
之
ヲ
箏
フ
ノ
飴
地
ア
ル
モ
ノ
ト
ス
…
…
既
二
抵
當
罹
ノ
無
敷
ナ
ル
以
上
ハ
該
不
動
産
ノ
本
來
ノ
所
有
者
タ
ル
上
告
人
ハ
競
費
手
綾
完
結
後
二
於
テ
モ
被
上
告
人

　
力
競
落
二
因
リ
取
得
シ
タ
ル
所
有
罹
ノ
敷
力
ヲ
雫
ヒ
以
テ
自
己
ノ
所
有
灌
ヲ
主
張
シ
得
ヘ
キ
ハ
前
段
読
明
ス
ル
カ
如
ク
ニ
シ
テ
上
告
人
力
競
費
手
績
ノ
開
始
ヲ
知
リ

　
　
　
　
　
　
ヘ
マ
マ
ロ

　
ナ
カ
ラ
其
手
績
纏
績
中
二
異
議
抗
告
又
ハ
訴
ノ
方
法
二
依
リ
抵
當
灌
ノ
無
敷
ヲ
主
張
シ
タ
ル
ト
否
ト
ハ
問
フ
所
ニ
ア
ラ
ス
（
大
審
院
明
治
四
〇
年
九
月
二
六
目
判
決

　
民
録
一
三
輯
九
一
七
頁
）
。

本
稿
で
整
法
上
の
饗
議
（
響
難
叢
手
）
饗
信
的
黎
廷
い
と
い
ふ
の
は
、
手
績
の
か
や
う
籍
暑
指
す
の
塞
る
．
公
信
的

効
果
と
呼
ぎ
と
が
、
用
語
も
て
適
禦
ぎ
か
振
疑
間
ゑ
る
が
、
便
宜
上
先
例
の
あ
る
こ
の
呼
馨
從
ふ
鑛
窪
い
（
難
讃
灘

鯛
壁
難
醐
）
．

　
同
じ
や
う
な
場
合
を
彊
制
執
行
に
就
い
て
み
る
と
、
異
な
る
結
果
が
是
認
さ
れ
て
ゐ
る
。

　
上
告
人
山
本
勘
一
ハ
訴
外
紳
澤
重
縷
ノ
爲
シ
タ
ル
執
行
カ
ア
ル
判
決
二
基
ク
強
制
執
行
二
因
リ
本
件
不
動
差
ノ
競
落
人
ト
ナ
リ
競
落
許
可
決
定
ヲ
受
ケ
タ
ル
モ
ノ
ナ

　
ル
ヲ
以
テ
民
事
訴
訟
法
第
六
百
八
十
六
條
二
依
リ
該
競
費
不
動
産
ノ
所
有
権
ヲ
取
得
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
云
フ
ヘ
ク
縦
令
其
ノ
執
行
名
義
タ
ル
判
決
力
後
二
至
リ
塵
棄
セ

　
ラ
レ
タ
リ
ト
ス
ル
モ
該
判
決
二
基
キ
爲
サ
レ
タ
ル
執
行
行
爲
ハ
之
力
爲
當
然
遡
及
シ
テ
其
ノ
敷
カ
ヲ
失
フ
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
非
サ
ル
ヲ
以
テ
競
落
人
タ
ル
上
告
人
山
本
勘

　
一
ノ
競
費
不
動
産
二
封
ス
ル
所
有
権
ノ
取
得
ハ
之
力
爲
何
等
影
響
ヲ
蒙
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
蓋
競
落
人
ハ
競
落
許
可
決
定
ノ
敷
力
ト
シ
テ
競
壷
不
動
産
ノ
所
有
権

　
ヲ
取
得
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
故
二
該
決
定
ニ
シ
テ
其
ノ
敷
力
ヲ
失
ハ
サ
ル
限
リ
競
落
人
ノ
所
有
権
取
得
二
消
長
ヲ
來
ス
ヘ
キ
理
由
ナ
ケ
レ
ハ
ナ
リ
若
之
ヲ
爾
ラ
ス
ト
セ

　
ム
カ
彊
制
競
寳
二
於
ケ
ル
競
落
人
ノ
不
動
産
所
有
灌
取
得
ハ
極
テ
不
確
實
ト
ナ
ル
ヘ
ク
而
モ
確
定
判
決
二
依
ル
執
行
ト
錐
其
ノ
到
決
力
再
審
ヲ
求
ム
ル
訴
二
因
リ
塵

　
棄
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
ア
ル
場
合
ヲ
想
像
シ
得
ヘ
キ
ヲ
以
テ
不
動
産
二
封
ス
ル
張
制
執
行
ノ
敷
力
ハ
殆
ン
ト
有
名
無
實
二
蹄
ス
ル
ノ
虞
ア
ル
ニ
至
ル
ヘ
シ
（
大
審
院
昭
和

　
　
　
　
競
責
手
綾
と
公
僑
的
効
果
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
　
　
（
八
一
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
ぢ
　
な
　
ト

結
果
と
は
、
別
段
の
事
情
の
な
い
か
ぎ
り
、
相
照
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
信
的
効
果
は
實
燈
椹
の
存
否
と
手
績
の
結
果
と
を
ず
ら
し
て
考

へ
る
問
題
で
あ
る
。
從
つ
て
、
こ
の
二
つ
の
も
の
を
切
離
し
て
、
相
照
慮
す
る
こ
と
を
必
ず
し
も
必
要
と
し
な
い
制
度
の
作
ら
れ
な
い
か
ぎ
り
、

公
信
的
効
果
の
は
い
り
こ
む
蝕
地
は
な
い
。
債
務
名
義
は
こ
の
二
つ
を
切
離
す
制
度
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
抽
象
的
執
行
構
論
と
具
艦
的
執
行
椹

読
と
の
封
立
を
生
じ
る
。
そ
の
敦
れ
の
見
解
に
從
ふ
も
、
債
務
名
義
に
基
づ
く
執
行
手
績
を
、
そ
し
て
こ
れ
の
み
を
執
行
法
上
有
効
と
認
め
ざ
る

を
え
な
い
こ
と
、
お
よ
び
、
實
羅
の
存
否
か
皐
禦
切
讐
れ
て
く
る
こ
と
は
、
疑
が
な
い
（
灘
羅
編
麟
禦
欝
滋
藷
舗
）
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
ち

　
勿
論
、
こ
の
こ
と
は
、
な
ほ
公
信
的
効
果
を
認
め
る
飴
地
を
生
じ
る
だ
け
で
、
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
意
味
は
し
な
い
。
し
か
し
、
債

務
名
義
に
公
信
的
効
果
が
件
は
ぬ
な
ら
、
債
務
名
義
は
無
意
義
で
あ
る
。
換
慣
た
る
競
費
を
公
用
徴
牧
と
解
す
る
か
否
か
に
關
係
は
な
い
。
固
よ

り
、
手
績
に
債
務
名
義
を
要
求
す
る
こ
と
は
、
執
行
機
關
の
責
任
を
輕
減
す
る
効
果
は
あ
る
が
、
そ
れ
の
み
を
目
的
と
す
る
な
ら
、
債
務
名
義
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

ま
つ
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
例
へ
ば
、
債
椹
者
の
申
立
の
み
に
基
づ
く
と
す
れ
ば
足
り
る
。
債
務
名
義
は
、
執
行
手
績
を
適
法
と
す
る
に
と
黛
ま
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
ち

ず
、
こ
れ
に
實
髄
椹
が
存
せ
り
と
同
一
の
實
質
的
内
容
を
與
へ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
印
ち
、
實
艦
槽
に
代
は
り
、
差
押
の
根
豫
を
與
へ
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
謂
蘇
灘
）
。
從
つ
て
、
霧
名
義
振
議
の
公
信
的
効
果
が
必
ず
伴
壱
」
と
を
、
承
認
し
薄
れ
婆
髪
い

（
鵠
一
）
．

　
僅
か
に
生
じ
る
疑
問
は
、
競
落
人
の
か
X
る
場
合
の
目
的
物
取
得
は
、
債
務
名
義
の
効
果
で
は
な
く
し
て
、
債
務
名
義
た
る
裁
到
の
効
果
で
は

な
い
か
、
と
い
ふ
こ
と
墓
る
．
公
謹
婁
債
肇
義
与
る
執
行
に
つ
い
て
葦
の
擢
を
來
た
す
墓
ら
久
耐
離
四
）
．
劉
力
竃

つ
て
確
定
せ
ら
れ
た
給
付
義
務
は
、
そ
の
ま
x
執
行
に
適
す
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
裁
到
を
債
務
名
義
と
す
る
執
行
に
つ
い
て
、
た
し
か
に
右
の

効
果
は
裁
到
に
基
づ
く
と
も
…
一
、
・
へ
る
。
げ
れ
ど
も
、
未
確
定
の
裁
到
に
執
行
力
の
付
與
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
事
實
が
既
に
暗
示
し
て
ゐ
る
や
う

に
、
法
が
執
行
に
つ
い
て
何
を
實
艦
椹
の
代
用
と
し
て
基
本
た
ら
し
め
る
か
は
、
別
個
に
決
し
う
る
所
で
あ
る
。
法
典
は
、
公
疋
謎
書
を
も
他
の

債
肇
蕃
薪
し
（
蕪
丁
一
V
、
原
則
と
し
て
厘
の
取
禁
芸
れ
、
同
］
の
黎
窪
ず
べ
｝
¢
こ
と
を
期
待
し
て
ゐ
る
璽
．
、
あ
る
か
ら
、
右

　
　
　
競
責
手
綾
と
公
信
的
効
果
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
　
　
　
（
八
三
）



　
　
　
競
費
手
績
と
公
信
的
効
果
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
　
　
　
（
八
四
）

の
効
果
は
、
裁
到
の
で
な
く
、
債
務
名
義
の
効
果
と
考
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
從
つ
て
、
問
題
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
債
務
名
義
と
は
、
執
行
の
基
本
と
し
て
定
め
ら
れ
た
客
観
的
實
質
的
剣
断
を
指
構
す
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
だ
か
ら
、
第
一
に
、
も
し
立
法
論
と
し
て
實
現
手
績
内
部
に
實
質
的
審
査
を
と
り
込
ま
う
と
す
る
な
ら
、
こ
の
立
法
論
は
債
務
名
義
を
要
求

す
る
立
法
論
と
本
稿
の
問
題
に
關
す
る
か
ぎ
り
差
異
は
な
い
。
他
方
、
第
二
に
、
何
を
執
行
の
基
本
と
す
る
か
は
立
法
政
策
の
問
題
で
、
現
執
行

法
上
債
務
名
義
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
だ
け
が
、
先
験
的
に
債
務
名
義
た
る
適
格
を
有
す
る
も
の
と
決
ま
つ
て
ゐ
る
わ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
實

際
上
も
鐵
道
抵
當
法
の
ご
と
き
は
、
抵
當
椹
實
行
の
手
績
に
つ
い
て
、
執
行
法
所
定
の
も
の
以
外
の
書
面
を
、
債
務
名
義
と
定
め
て
ゐ
る
（
侃
昧
竃

欝
璽
霧
鞍
羅
騒
謙
鷺
壁
聾
．
し
か
し
ま
た
、
第
三
に
、
た
と
へ
執
行
の
基
本
と
し
て
篶
味
竃
㌢
る
萎
墓
つ
て
も
、

或
は
主
と
し
て
執
行
の
基
本
と
し
て
意
味
を
も
つ
文
書
で
あ
つ
て
も
、
法
が
と
く
に
執
行
の
基
本
と
し
て
指
定
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
債
務
名

義
で
は
な
い
。
不
動
産
競
費
の
申
立
に
利
用
せ
ら
れ
る
登
記
謄
本
の
ご
と
し
。
こ
の
意
味
で
、
昨
今
の
企
業
捲
保
法
案
に
み
ら
れ
る
公
正
謹
書
は

な
ほ
債
務
名
義
と
言
へ
な
い
。三

　
右
の
や
う
な
通
論
的
見
解
と
異
な
り
、
公
信
的
効
果
の
承
認
も
し
く
は
付
與
に
訴
訟
理
論
上
の
根
嫁
を
供
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
競
費
手
績
の

「
本
質
」
が
執
行
手
績
の
そ
れ
と
異
な
ら
ぬ
こ
と
を
主
張
す
る
。
既
に
前
に
み
た
や
う
に
、
執
行
手
績
に
お
い
て
は
、
通
論
的
な
解
繹
論
に
よ
る

も
、
銑
に
公
信
的
効
果
が
承
認
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
帥
ち
、
も
し
、
競
費
手
績
が
「
本
質
上
」
執
行
手
績
と
全
く
異
な
ら
ぬ
こ
と
が
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
ヤ
　
　
セ

ヘ
る
と
す
れ
ば
、
執
行
手
績
に
つ
い
て
公
信
的
効
果
を
認
め
る
議
論
を
前
提
と
す
る
か
ぎ
り
、
少
く
と
も
現
行
競
費
法
典
が
競
費
手
績
の
本
來
の

性
格
を
歪
め
て
ゐ
る
も
の
と
論
じ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
立
法
論
と
し
て
債
務
名
義
の
採
用
に
よ
る
公
信
的
効
果
の
付
與
を
主
張
す
る
の
に
寄
與
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
ヤ

う
る
で
あ
ら
う
し
、
進
ん
で
現
行
執
行
法
典
も
し
く
は
競
費
法
典
が
現
に
競
費
手
績
の
本
質
に
適
合
す
る
や
う
に
解
繹
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ



も
の
と
論
じ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
解
繹
論
と
し
て
債
務
名
義
の
必
要
と
公
信
的
効
果
の
承
認
と
を
主
張
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ら
う
。
さ
う
し

て
、
更
に
、
も
し
、
加
へ
て
、
公
信
的
効
果
分
承
認
に
債
務
名
義
を
要
し
な
い
こ
と
が
論
謹
で
き
る
な
ら
ば
、
解
繹
論
と
し
て
債
務
名
義
を
要
求

し
な
い
ま
N
に
公
信
的
効
果
の
承
認
を
主
張
す
る
こ
と
も
で
き
る
こ
と
に
な
ら
う
。

　
間
題
は
、
そ
の
言
は
ゆ
る
「
本
質
」
ど
は
何
か
、
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
或
制
度
の
構
造
0
、
い
か
な
る
部
分
を
、
ま
た
そ
の
ど
こ
ま
で
を
本

質
と
み
る
べ
き
か
は
、
抽
象
的
に
決
ま
る
問
題
で
は
な
い
。
こ
れ
は
論
究
の
目
的
と
の
關
蓮
で
決
ま
る
こ
と
で
あ
る
。
從
つ
て
、
競
費
制
度
の
本

質
と
い
つ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
だ
け
で
一
義
的
に
何
を
さ
す
か
が
明
瞭
に
な
る
わ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
い
ま
考
へ
よ
う
と
す
る
諸
論
は
、
こ
の

黙
の
自
覧
が
曖
昧
で
あ
る
た
め
に
、
漢
然
と
し
て
本
質
の
語
を
用
ゐ
、
そ
の
内
容
を
明
確
に
規
定
し
て
ゐ
な
い
が
、
い
は
ゆ
る
本
質
な
る
も
の
の

内
容
と
し
て
議
論
の
根
撒
に
援
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
は
、
結
局
た
父
、
競
費
手
績
が
、
執
行
手
績
と
同
様
、
國
家
の
公
権
力
に
よ
つ
て
私
人
の

穫
利
を
實
現
す
る
た
め
の
法
的
手
績
で
あ
る
、
と
い
含
た
毒
る
と
星
る
（
蟻
畑
．
）
．

　
競
費
手
績
が
、
執
行
手
績
と
同
様
、
國
家
の
公
椹
力
に
よ
つ
て
私
入
の
権
利
を
實
現
す
る
た
め
の
法
的
手
績
で
あ
る
、
と
い
ふ
こ
と
に
は
、
疑

は
な
い
。
勿
論
、
澹
保
穫
實
行
の
た
め
で
は
な
く
、
財
産
の
保
管
整
理
の
た
め
に
競
費
法
に
從
つ
て
費
却
が
行
は
れ
る
場
合
に
も
、
な
ほ
そ
の
手

績
を
か
X
る
も
の
と
言
へ
る
か
ど
う
か
に
は
、
異
論
も
あ
り
5
る
が
（
柾
枇
駅
櫨
呪
顔
都
哨
碇
）
、
競
費
手
績
と
執
行
手
績
と
の
親
近
性
は
捲
保
権
實

行
の
た
め
の
競
費
手
績
に
つ
い
て
間
題
と
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
姑
く
こ
の
黙
は
度
外
覗
し
て
よ
い
。
然
る
と
き
は
、
競
費
手
綾
が
、
國

家
椹
力
に
よ
る
こ
と
も
、
私
人
の
椹
利
の
實
現
に
奉
仕
す
る
こ
と
も
、
法
的
手
績
で
あ
る
こ
と
も
、
み
な
競
費
法
典
の
明
か
に
豫
定
す
る
と
こ
ろ

で
、
ま
た
、
改
正
論
者
も
か
x
る
手
績
と
し
た
ま
N
改
善
を
加
へ
よ
う
と
す
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
そ
れ
自
鱒
と
し
て
は
正
當
だ
と
言
は
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
本
質
と
呼
ぶ
の
な
ら
ば
、
ま
さ
し
く
競
費
手
績
は
執
行
手
績
と
本
質
を
同
じ
う
す
る
。

　
問
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
こ
で
本
質
と
呼
ば
れ
る
右
の
や
う
な
性
格
が
、
果
し
て
公
信
的
効
果
と
結
合
す
る
か
と
い
ふ
こ
と
、
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む

印
ち
、
執
行
手
綾
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
公
信
的
効
果
は
、
執
行
手
績
の
他
の
性
格
か
ら
で
は
な
し
に
、
果
し
て
恰
も
こ
の
性
格
か
ら
出
て
く
る
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績
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（
八
五
）



　
　
　
競
寅
手
綾
と
公
信
的
効
果

の
で
あ
る
か
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
否
定
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ヤ
　
　
ち

　
第
一
に
、
公
信
的
効
果
を
俘
ふ
こ
と
は
、
公
槽
力
に
よ
る
私
穫
實
現
の
法
的
手
綾
の
内
在
的
概
念
的
な
必
要
で
は
な
い
。
公
穫
力
に
よ
る
と
い

ふ
こ
と
は
、
手
績
行
爲
が
國
家
機
關
に
よ
つ
て
統
治
穫
の
嚢
動
と
し
て
行
は
れ
る
と
い
ふ
だ
け
の
こ
と
で
、
獲
動
の
根
擦
・
條
件
お
よ
び
結
果
と

は
別
の
間
題
で
あ
る
。
　
（
イ
）
先
づ
、
統
治
権
の
震
動
と
襲
動
の
根
撮
と
は
異
な
る
。
國
家
の
換
慣
椹
に
基
づ
く
換
贋
行
爲
も
公
権
的
實
現
手
績

で
あ
れ
ば
、
私
人
の
換
領
椹
に
基
づ
く
國
家
の
換
憤
行
爲
も
公
椹
的
實
現
手
績
で
あ
る
。
　
「
公
椹
力
に
よ
る
」
と
い
ふ
こ
と
は
直
ち
に
「
國
家
の

持
て
る
も
の
を
」
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
。
執
行
手
績
の
公
信
的
効
果
は
、
債
務
名
義
に
よ
つ
て
國
家
に
許
さ
れ
た
換
慣
槽
に
よ
る
も

の
で
、
そ
れ
が
公
椹
的
實
現
手
績
で
あ
る
に
よ
る
の
で
は
な
い
。
競
費
手
績
に
お
け
る
換
慣
行
爲
の
根
撮
は
何
か
。
こ
れ
は
公
槽
的
實
現
手
績
の

概
念
的
必
要
と
し
て
は
決
定
で
き
な
い
。
（
ロ
）
次
に
、
統
治
権
の
蛮
動
と
濃
動
の
條
件
と
は
異
な
る
。
客
観
的
到
断
を
條
件
と
す
る
國
家
の
換

憤
行
爲
も
公
槽
的
實
現
手
績
で
あ
れ
ば
、
主
観
的
到
断
を
條
件
と
す
る
國
家
の
換
贋
行
爲
も
公
穂
的
實
現
手
績
で
あ
る
。
　
「
公
椹
力
に
よ
る
」
と

い
ふ
こ
と
は
直
ち
に
「
公
椹
的
到
断
を
條
件
と
し
て
」
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
。
執
行
手
績
の
公
信
的
効
果
は
、
關
係
私
人
の
主
観
的

到
断
を
多
少
と
も
超
え
た
客
観
的
到
断
を
債
務
名
義
と
し
て
ゐ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
そ
れ
が
公
椹
的
實
現
手
績
で
あ
る
に
よ
る
の
で
は
な

い
。
競
費
手
績
に
お
け
る
換
贋
行
爲
の
條
件
は
何
か
。
こ
れ
は
公
穫
的
實
現
手
績
の
概
念
的
必
要
と
し
て
は
決
定
で
き
な
い
。
　
（
ハ
）
更
に
、
統

治
権
の
襲
動
と
稜
動
の
結
果
と
は
異
な
る
。
そ
の
結
果
が
公
に
通
用
し
て
覆
さ
れ
ぬ
國
家
の
換
憤
行
爲
も
公
権
的
實
現
手
績
で
あ
れ
ば
、
そ
の
結

果
が
不
安
定
で
も
國
家
の
換
憤
行
爲
は
公
欝
實
摯
蓼
言
へ
る
．
公
椹
力
と
公
信
力
（
難
的
）
と
繕
念
上
全
く
關
禁
な
い
．

　
む
　
　
や

　
第
二
に
、
公
信
的
効
果
を
伴
ふ
こ
と
は
、
公
椹
力
に
よ
る
私
椹
實
現
の
法
的
手
績
に
加
へ
ら
れ
る
外
來
的
訴
訟
理
論
的
要
求
で
も
な
い
。
か
～

る
要
求
と
し
て
は
、
國
家
行
爲
の
機
能
、
裁
到
の
効
力
、
訴
訟
の
制
度
目
的
お
よ
び
自
力
救
濟
禁
止
の
法
則
の
四
つ
の
理
論
の
、
全
部
も
し
く
は

一
部
が
、
意
識
的
無
意
識
的
に
援
用
さ
れ
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
し
　
　
　
い
　
　
も
　
　
　
ヤ
　
　
　
む
　
　
ヤ
　
　
　
じ
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
じ
　
　
　
セ
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（
一
）
　
先
づ
、
公
権
的
實
現
手
績
は
國
家
行
爲
か
ら
組
立
て
ら
れ
る
。
國
家
行
爲
に
は
言
は
ゆ
る
國
家
行
爲
の
形
式
的
存
立
の
原
則
が
行
は
れ



る
で
あ
ら
う
。
’
國
家
行
爲
の
形
式
的
存
立
の
原
則
は
、
成
立
あ
る
行
爲
が
取
消
を
ま
た
な
い
で
當
然
に
無
効
と
取
扱
は
れ
る
こ
と
を
原
則
と
し
て

許
さ
な
い
も
の
で
あ
る
。
國
家
機
關
た
る
競
費
機
關
が
適
法
な
手
績
を
も
つ
て
競
落
ム
に
競
落
を
許
し
た
と
き
は
、
手
績
を
取
沿
す
機
會
が
去
っ

た
手
績
完
結
の
後
に
お
い
て
、
人
は
競
落
の
効
果
を
雫
ふ
こ
と
は
で
き
な
い
筈
で
あ
る
ま
い
か
。
さ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
黙
か
ら
、
競
費

手
績
に
は
當
然
公
信
的
効
果
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ら
う
。

　
け
れ
ど
も
、
制
度
な
ら
び
に
原
則
に
は
、
常
に
そ
の
存
立
の
基
礎
が
あ
る
。
存
立
の
基
礎
は
目
的
に
よ
つ
て
規
定
．
せ
ら
れ
る
。
目
的
を
超
え
、

基
礎
を
逸
腕
し
て
、
制
度
な
ら
び
に
原
則
は
要
當
し
な
い
。
問
題
は
、
從
つ
て
、
競
費
手
績
が
果
し
て
、
國
家
に
よ
る
強
制
の
制
度
、
な
ら
び
に

國
家
行
爲
の
形
式
的
存
立
の
原
則
の
、
目
的
の
範
園
内
に
あ
り
、
基
礎
に
適
合
す
る
か
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
國
家
の
行
爲
が
國
家
の
行
爲
な
る

が
故
に
常
に
無
條
件
に
姜
當
す
る
と
い
ふ
考
へ
方
は
、
國
家
行
爲
も
ま
た
法
律
上
の
根
擦
を
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
現
時
の
思
想
の
認
め
え
な

い
所
で
あ
ら
う
。
さ
5
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
公
権
的
實
現
手
績
が
全
面
的
に
國
家
彊
制
と
結
合
し
、
國
家
行
爲
の
形
式
的
存
立
の
原
則
を
全
面
的

に
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
な
い
。
こ
こ
で
必
要
な
こ
と
は
、
實
現
の
た
め
の
行
爲
が
、
相
手
方
た
る
關
係
者
の
抵
抗
を
排
除
し
て

彊
制
的
に
施
行
さ
れ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
私
人
間
で
は
必
要
な
實
現
行
爲
が
施
行
で
き
な
い
場
合
を
生
じ
る
で
あ
ら
う
。
公
権
的
實
現
手
績

は
こ
の
限
度
で
の
み
國
家
穫
力
と
結
合
す
る
。
こ
こ
か
ら
先
は
、
別
の
目
的
が
別
様
に
規
定
す
る
所
で
あ
る
。
執
行
手
績
は
國
家
秩
序
の
維
持
を

目
的
と
し
て
國
家
穫
力
と
の
結
合
を
や
エ
振
大
し
た
も
の
で
、
公
椹
的
實
現
手
績
が
す
べ
て
同
程
度
の
結
合
を
必
要
と
す
る
の
で
は
な
い
。
競
費

手
績
は
果
し
て
ど
う
で
あ
る
か
。
そ
れ
が
公
樺
的
實
現
手
績
で
あ
り
、
國
家
行
爲
か
ら
組
立
て
ら
れ
る
と
し
て
も
、
國
家
行
爲
に
は
常
に
且
つ
そ

の
す
べ
て
の
面
で
形
式
的
存
立
の
原
則
が
行
は
れ
る
の
で
は
な
い
。

　
も
し
、
國
家
行
爲
に
つ
き
常
に
且
つ
全
面
的
に
こ
の
原
則
が
行
は
れ
る
と
す
れ
ば
、
執
行
手
績
に
お
い
て
さ
へ
、
適
法
不
當
執
行
の
問
題
を
生

ぜ
ず
、
第
三
者
の
財
産
に
封
す
る
執
行
も
手
績
完
結
後
は
雫
は
れ
る
鯨
地
な
く
、
執
行
吏
な
ら
び
に
執
行
裁
到
所
の
到
噺
に
も
既
到
力
を
認
め
る

方
か
首
尾
が
一
貫
す
る
、
等
の
結
果
を
生
じ
る
ば
か
り
て
な
く
、
手
綾
中
に
取
消
の
制
度
を
認
め
る
こ
と
自
鰹
が
一
般
に
國
家
の
恩
恵
で
そ
の
合
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八
八
）

理
的
基
礎
は
見
出
さ
れ
な
い
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
實
現
手
績
は
何
か
を
實
現
す
る
も
の
で
、
實
現
の
結
果
は
始
に
豫
定
せ
ら
れ
た
そ
の
も

の
の
範
園
を
超
え
る
必
要
が
な
い
。
執
行
手
績
で
實
現
さ
れ
る
も
の
も
、
何
ら
か
の
程
度
に
客
観
化
せ
ら
れ
た
私
権
で
あ
る
。
始
に
豫
定
せ
ら
れ

た
程
度
を
超
え
た
客
観
化
が
、
手
績
終
結
の
結
果
、
私
椹
に
加
へ
ら
れ
て
出
て
く
る
必
要
は
な
い
。
ヨ
リ
確
實
な
ヨ
リ
新
し
い
客
観
化
は
常
に
到

決
手
績
に
留
保
さ
れ
て
ゐ
る
の
虜
る
（
馨
露
鑛
講
霧
鷺
V
．
國
家
行
爲
形
式
的
存
立
の
原
則
を
振
廻
す
と
き
は
、
執
行
手
績
に
つ
い

て
既
に
そ
の
不
當
な
結
果
を
生
じ
る
で
あ
ら
う
。

こ
の
反
簿
、
訴
訟
行
爲
論
に
と
つ
て
特
に
有
華
あ
る
（
盤
鐘
褒
就
謡
鞍
傭
）
．
裂
議
襲
の
葬
騰
の
嚢
行
磐
、
執

行
機
關
の
執
行
行
爲
も
、
そ
の
効
果
、
就
中
霰
疵
の
効
果
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
爲
の
直
接
の
目
的
か
ら
決
定
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら

が
國
家
行
爲
で
あ
る
こ
と
は
問
題
に
な
ら
な
い
（
紳
繭
狂
陥
V
。
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（
二
）
　
次
に
、
公
権
的
實
現
手
績
は
裁
到
所
の
裁
到
を
も
つ
て
行
は
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
裁
剣
に
は
原
則
と
し
て
當
然
無
効
を
認
め
え
な
い
で

あ
ら
う
。
裁
到
所
た
る
競
費
機
關
が
適
法
な
裁
剣
を
も
つ
て
競
落
を
許
し
た
と
き
は
、
再
審
的
不
服
申
立
に
よ
る
の
ほ
か
、
裁
到
の
確
定
後
に
は

人
は
競
落
の
効
果
を
争
ふ
こ
と
が
で
き
な
い
筈
で
は
あ
る
ま
い
か
。
さ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
黙
か
ら
、
少
く
と
も
裁
到
所
が
競
費
機
關
た

る
場
合
に
は
、
競
費
手
綾
に
當
然
公
信
的
効
果
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ら
う
。

　
け
れ
ど
も
、
裁
剣
お
よ
び
そ
の
効
力
も
一
つ
の
制
度
と
し
て
目
的
を
有
し
基
礎
を
も
つ
。
裁
到
も
ま
た
こ
の
限
度
を
こ
え
て
要
當
性
を
主
張
で

き
な
い
こ
と
は
、
自
明
の
理
で
あ
る
。
間
題
は
、
こ
x
で
も
、
競
費
手
績
上
の
裁
到
が
そ
の
目
的
上
い
か
な
る
効
力
を
も
つ
べ
き
か
で
あ
つ
て
、

裁
到
を
用
ゐ
れ
ば
當
然
到
決
手
績
に
お
け
る
そ
れ
と
同
一
の
効
力
を
生
じ
る
の
で
は
な
い
。
到
決
手
績
は
、
紛
孚
を
打
切
る
目
的
か
ら
、
や
む
を

え
ず
内
容
的
な
絶
封
の
効
力
を
原
則
と
し
て
認
め
た
。
そ
の
た
め
に
は
裁
剣
所
の
實
質
的
審
査
樺
が
準
備
さ
れ
て
ゐ
る
。
目
的
を
異
に
す
る
實
現

手
績
に
お
い
て
、
果
し
て
、
到
決
手
績
に
お
け
る
裁
到
論
を
そ
の
ま
」
持
つ
て
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ら
、
）
か
。
執
行
手
績
に
お
い
て
さ
へ

既
に
こ
の
黙
が
疑
問
で
あ
る
。
況
ん
や
競
費
手
績
に
お
い
て
お
や
。
た
と
へ
競
費
手
績
が
公
権
的
實
現
手
績
で
あ
り
、
裁
到
所
の
裁
到
で
行
は
れ



る
こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
、
裁
到
に
ば
常
に
裁
剣
書
の
文
言
内
容
の
無
條
件
の
確
定
が
伴
ふ
の
で
は
な
い
。

　
尤
も
、
論
者
と
難
も
、
競
費
機
關
の
裁
到
が
、
既
到
力
を
生
じ
る
、
と
し
て
ゐ
る
わ
け
で
は
な
く
、
裁
鋼
は
取
溝
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
原
則
と
し

て
内
容
に
適
合
す
る
効
力
を
否
認
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
競
費
手
績
に
お
け
る
競
落
許
可
決
定
は
目
的
物
に
關
す
る
競
落
人
の
創
設
的
所
有

穫
取
得
を
宣
言
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
内
容
に
適
合
す
る
効
力
は
競
落
人
の
所
有
権
の
創
設
で
あ
つ
て
、
こ
の
創
設
力
が
否
認
で
き
な
い

結
果
、
手
績
に
公
信
的
効
果
が
生
じ
る
も
の
と
論
じ
て
ゐ
る
。
競
落
許
可
の
決
定
は
、
果
し
て
、
競
落
入
の
所
有
椹
取
得
を
「
内
容
」
と
す
る
で

あ
ら
う
か
。
競
落
許
可
に
裁
到
を
用
ゐ
る
目
的
は
、
果
し
て
、
裁
到
所
に
形
成
力
を
付
與
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
ら
う
か
。
假
に
裁
劃
所
に
形

成
力
を
付
與
す
る
趣
旨
な
り
と
し
て
も
、
果
し
て
、
そ
れ
は
、
無
條
件
の
創
設
を
許
す
趣
旨
で
あ
ら
う
か
。
制
度
は
、
そ
の
目
的
に
從
ひ
、
無
條

件
の
形
成
を
許
す
こ
と
も
あ
れ
ば
、
條
件
つ
き
で
形
成
を
許
す
こ
と
も
あ
る
。
條
件
つ
き
宣
言
は
裁
剣
た
り
え
な
い
と
す
る
道
理
は
な
い
。
論
者

の
論
旨
に
帥
し
て
言
へ
ば
、
競
落
許
可
決
定
の
内
容
は
、
競
落
人
の
無
條
件
の
所
有
権
取
得
で
は
な
く
し
て
、
債
務
者
が
前
主
だ
り
し
こ
と
を
條

件
と
す
る
所
有
権
の
取
得
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
裁
到
書
の
文
言
の
問
題
で
は
な
く
し
て
、
制
度
の
目
的
か
ら
す
る
裁
到
の
一
般
的

限
界
の
間
題
で
あ
る
。
そ
の
敦
れ
で
あ
る
が
が
確
定
せ
ら
れ
な
い
と
き
は
、
裁
到
に
論
旨
の
や
う
な
効
果
が
あ
る
か
否
か
は
、
論
断
し
え
な
い
所

と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
も
し
、
裁
到
に
つ
き
、
常
に
、
裁
到
書
の
文
言
内
容
の
無
條
件
の
確
定
が
伴
ふ
と
す
れ
ば
、
論
者
の
論
旨
自
艦
が
矛
盾
し
て
ゐ
る
結
果
に
な
る
。

何
故
な
ら
、
競
落
入
の
無
條
件
の
所
有
権
取
得
を
宣
言
す
る
競
落
許
可
の
決
定
は
、
そ
れ
自
髄
明
か
に
所
有
椹
取
得
の
正
営
性
を
認
め
る
趣
旨
を

含
む
の
で
あ
る
か
ら
、
既
到
力
を
否
定
す
る
こ
と
が
奇
妙
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
立
場
か
ら
は
、
競
費
裁
到
所
の
裁
到
に
の
み
創
設
力
を

認
め
て
、
執
行
吏
の
辱
に
こ
れ
を
認
挨
い
こ
と
は
、
不
均
衡
に
な
ら
う
（
鶉
淋
鶉
襲
鵡
讃
の
羅
」
）
．
裁
到
の
効
力
叢
た
、
個
々
に

つ
い
て
、
そ
こ
に
裁
到
を
用
ゐ
る
制
度
の
目
的
か
ら
理
解
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
の
反
省
は
、
一
般
に
、
從
來
の
裁
到
論
を
検
討
す
る
に
つ
い
て
有
釜
で
あ
る
。
目
的
を
こ
え
て
裁
到
は
委
當
し
な
い
。
こ
の
、
限
界
を
こ
え
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た
裁
劃
こ
そ
が
、
無
効
の
裁
到
に
ほ
か
癒
ら
な
い
。
と
い
ふ
こ
と
は
、
勿
論
、
剣
決
手
績
に
つ
い
て
不
當
到
決
は
無
効
で
あ
る
と
い
ふ
や
5
な
、

個
別
的
考
察
を
許
す
の
で
は
な
い
。
不
當
到
決
に
も
そ
の
効
力
を
認
め
る
と
い
ふ
こ
と
こ
そ
、
到
決
手
績
に
お
け
る
裁
到
論
の
出
獲
黙
で
あ
る
。

個
別
的
U
現
實
的
考
察
と
理
念
的
考
察
と
は
匠
別
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
こ
」
で
目
的
と
の
適
合
と
い
ふ
の
は
、
制
度
の
全
髄
と
し
て

の
理
念
の
間
題
で
あ
る
。
裁
到
論
は
こ
の
見
地
か
ら
考
へ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
執
行
手
績
に
お
け
る
執
行
裁
剣
所
の
差
押
禁
止
椹
利
に
封

す
る
差
押
決
定
の
効
力
や
、
第
三
者
の
不
動
産
の
換
債
の
効
力
な
ど
も
、
こ
の
黙
か
ら
み
る
と
き
、
多
く
の
困
難
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ら

う
。
到
決
手
績
で
は
、
基
本
の
約
束
か
ら
、
廣
く
裁
剣
の
有
効
性
を
認
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
け
れ
ど
も
、
こ
れ
と
て
制
度
目
的
を
逸
睨
は
で

き
な
い
．
い
ま
試
み
に
わ
が
國
で
の
最
も
袋
喫
葬
馨
ひ
と
最
上
げ
て
從
募
論
調
書
か
黛
ふ
と
す
れ
ば
（
舞
蟹
．
駈
羅
論
）
、

裁
到
所
が
・
受
訴
裁
釧
所
と
し
て
・
當
該
事
件
に
關
し
．
事
件
の
解
決
を
意
圖
し
て
．
法
定
の
方
式
に
從
つ
て
行
ふ
意
思
表
現
た
る
こ
と
と
い
ふ

や
う
な
五
つ
の
成
立
要
件
を
掲
げ
（
配
脂
軌
）
、
成
立
あ
る
裁
到
に
つ
き
更
に
内
容
の
不
定
不
明
．
不
能
お
よ
び
法
律
の
不
許
と
い
ふ
三
つ
の
効
力

阻
害
奮
を
笠
し
（
薩
ト
）
、
，
こ
澹
よ
つ
て
葬
の
有
効
無
蓼
禦
す
べ
し
と
す
る
そ
の
議
強
（
趨
罐
翻
ブ
麟
弼
鞭
議
無

馨露ト）、

あ
ま
り
に
も
形
式
的
機
械
的
な
る
の
藁
甕
な
い
．
成
立
を
個
別
的
要
件
に
分
解
後
置
す
る
方
法
的
誤
謬
は
姑
く
措
く
（
齢
謡

董
礪
．
）
．
右
の
議
論
に
よ
れ
ば
、
例
へ
ば
、
訴
な
き
に
拘
ら
ず
下
さ
れ
た
裂
の
ご
と
譲
、
無
脅
葎
ず
、
明
庭
不
翌
竜
一
一
、
、
．
へ

ず
幸
芒
て
斐
訴
葬
所
の
裁
禦
り
も
て
不
盛
の
場
盒
押
込
霞
か
饗
か
㌢
（
綴
購
甦
蜷
、
一
V
．
葬
所
奪
件
を
彼
此
と

り
違
へ
る
場
合
は
、
全
く
繋
属
な
き
事
件
に
關
す
る
到
決
と
同
様
可
非
受
訴
裁
到
所
の
裁
到
と
な
る
筈
で
あ
る
に
か
か
は
ら
ず
、
論
旨
は
こ
の
第

三
の
場
合
に
第
一
の
場
合
は
含
ま
れ
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
第
二
の
場
合
も
ま
た
當
然
に
は
第
三
の
場
合
の
う
ち
に
含
ま
れ
難
い
こ

と
に
な
る
た
め
で
あ
る
（
縫
鵬
総
灘
諾
黎
蒙
鶴
）
．
か
や
う
蓬
繧
、
事
を
、
制
度
の
目
的
と
の
羅
で
、
實
質
的
有
機
的
鐘
蟹

な
い
必
然
の
結
果
で
、
前
示
の
執
行
法
上
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
こ
の
論
法
で
は
、
妥
當
な
結
果
を
う
る
こ
と
が
で
き
ま
い
。
所
読
を
生
か
す
た

め
に
は
、
或
は
裁
到
の
内
容
に
鷹
じ
た
効
力
と
い
ふ
そ
の
「
内
容
」
を
吟
味
限
定
し
て
感
用
す
る
か
、
或
は
法
律
の
許
さ
ぬ
内
容
を
も
つ
裁
到
は



無
効
と
い
ふ
そ
の
「
不
許
」
を
潤
色
援
大
し
て
慮
用
す
る
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
三
）
　
更
に
、
公
椹
的
實
現
手
績
は
國
家
槽
力
に
よ
る
私
権
の
観
念
的
形
成
・
確
認
の
手
績
と
相
侯
ち
相
補
ふ
。
國
家
権
力
に
よ
る
私
構
の
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
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む

念
的
形
成
・
確
認
の
手
績
は
訴
訟
で
あ
る
。
訴
訟
は
法
的
安
定
を
制
度
目
的
と
す
る
で
あ
ら
う
。
こ
れ
と
相
侯
ち
相
補
ふ
公
椹
的
實
現
手
績
も
ま

た
、
そ
の
本
質
は
訴
訟
で
あ
る
と
言
は
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
從
つ
て
、
こ
れ
も
ま
た
、
法
的
安
定
を
目
的
と
す
る
筈
で
は
あ
る
ま
い
か
。
さ
う

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
黙
か
ら
、
競
費
手
綾
に
は
公
信
的
効
果
の
伴
ふ
こ
と
が
望
ま
し
い
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
け
れ
ど
も
、
既
に
前
に
も
述
べ
た
や
5
に
、
或
制
度
の
構
造
の
、
い
か
な
る
部
分
を
、
ま
た
、
そ
の
何
庭
ま
で
を
、
本
質
と
み
る
べ
き
か
は
、

抽
象
的
に
決
ま
る
問
題
で
は
な
い
。
こ
れ
は
論
究
の
目
的
と
の
關
蓮
で
決
ま
る
こ
と
で
あ
る
。
從
つ
て
、
一
般
に
、
或
手
績
が
本
質
上
訴
訟
な
り

や
否
や
を
無
目
的
に
論
じ
る
こ
と
は
、
何
の
意
味
を
も
持
た
な
い
。
目
的
の
確
定
し
な
い
所
で
は
、
到
決
手
績
・
執
行
手
績
・
競
費
手
績
の
全
部

を
訴
訟
と
言
は
う
が
、
一
部
を
訴
訟
と
し
て
他
を
然
ら
ず
と
し
よ
う
が
、
ま
た
は
一
手
績
の
『
部
分
の
み
を
訴
訟
と
し
て
他
を
悉
く
然
ら
ず
と
し

よ
う
が
、
ど
う
言
つ
て
み
た
と
こ
ろ
で
差
支
は
な
い
。
間
題
と
な
る
こ
と
は
、
常
に
、
た
だ
、
一
定
の
現
象
が
、
或
直
接
の
目
的
と
の
關
係
で
、

他
の
一
定
の
現
象
と
共
通
す
る
と
見
ら
れ
る
か
否
か
、
と
い
ふ
こ
と
に
蓋
き
る
。
問
題
は
、
從
つ
て
、
競
費
手
績
が
、
到
決
手
績
と
同
様
、
そ
の

結
果
に
被
實
現
樺
利
と
の
關
係
で
不
可
事
の
椹
威
を
與
へ
ら
れ
る
べ
き
手
績
な
の
で
あ
る
か
、
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
然
り
と
言
ふ
だ
け
の
根
嫉

は
な
い
。
い
か
に
観
念
的
形
成
と
相
侯
ち
相
補
ふ
と
難
も
、
事
實
的
形
成
の
結
果
が
手
績
外
の
眞
實
と
適
合
す
る
と
否
と
を
問
は
ず
公
認
せ
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
、
決
ま
る
と
は
言
へ
な
い
。
不
可
孚
の
灌
威
を
好
ま
し
い
と
す
る
事
情
も
あ
り
う
る
で
あ
ら
う
し
、
反
封
の
事
情
も
あ

り
う
る
で
あ
ら
5
。
前
の
場
合
に
こ
れ
に
相
感
す
る
制
度
を
樹
て
れ
ば
そ
の
公
権
的
實
現
手
綾
は
こ
の
限
度
で
の
み
の
訴
訟
制
度
な
の
で
あ
り
、

後
の
場
合
に
こ
れ
に
相
鷹
す
る
制
度
を
樹
て
れ
ば
そ
の
公
樺
的
實
現
手
績
は
こ
の
限
度
で
は
訴
訟
制
度
で
な
い
。
訴
訟
で
あ
る
か
な
い
か
に
よ
つ

て
爾
制
度
が
岐
れ
る
の
で
は
な
く
し
て
、
爾
制
度
の
こ
の
相
違
を
訴
訟
・
非
訴
訟
の
語
で
表
現
し
て
も
よ
い
と
い
ふ
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
競
責

手
績
は
、
果
し
て
、
そ
の
敦
れ
に
属
す
る
公
権
的
實
現
手
綾
で
あ
る
か
。
そ
れ
が
公
擢
的
實
現
手
績
で
あ
る
と
し
た
と
こ
ろ
で
、
公
権
的
實
現
手
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績
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
か
ら
も
、
從
つ
て
、
観
念
的
形
成
に
封
立
す
る
手
綾
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
か
ら
も
、
公
信
的
効
果
が
望
ま
し
い
か
否
か
を

決
定
す
る
に
必
要
な
性
質
と
い
ふ
意
味
で
の
訴
訟
性
は
與
へ
ら
れ
な
い
。

　
も
し
、
抽
象
的
な
訴
訟
性
を
も
つ
て
公
穫
的
實
現
手
績
と
公
信
的
効
果
と
を
結
合
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
既
に
論
者
が
訴
訟
性
を
明
確

で
あ
る
と
す
る
執
行
手
績
に
お
い
て
は
、
ひ
と
り
目
的
物
を
競
落
に
よ
つ
て
競
落
人
に
蹄
せ
し
め
る
ば
か
り
で
な
く
、
こ
の
適
法
な
手
績
に
よ
る

不
當
執
行
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
を
全
く
否
認
し
、
第
三
者
の
財
産
に
封
す
る
執
行
も
ま
た
手
績
の
完
結
後
は
雫
ひ
え
な
い
こ
と
を
認
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
認
め
る
こ
と
は
、
釧
決
が
孚
あ
る
請
求
椹
の
存
在
を
確
定
し
て
こ
れ
が
任
意
に
履
行
せ
ら
れ
了
つ
た
場
合
、

ま
た
、
到
決
が
債
務
者
の
目
的
物
の
所
有
穫
を
確
定
し
て
こ
れ
が
任
意
に
譲
渡
せ
ら
れ
た
場
合
と
、
果
し
て
、
同
一
程
度
の
危
瞼
を
し
か
藏
し
な

い
こ
と
な
の
で
あ
ら
う
か
。

　
或
手
績
が
訴
訟
な
り
や
否
や
は
何
ら
か
の
直
接
の
目
的
と
の
關
係
で
の
み
考
へ
ら
る
べ
き
だ
と
の
反
省
は
、
と
く
に
、
到
決
手
績
と
執
行
手
績

と
の
關
係
の
理
解
に
つ
い
て
有
盆
で
あ
る
。
一
般
に
は
爾
者
は
一
括
し
て
訴
訟
手
績
と
言
は
れ
、
勿
論
、
爾
者
に
共
通
す
る
訴
訟
理
論
は
少
く
な

い
。
し
か
し
、
観
念
的
形
成
と
事
實
的
形
成
と
は
、
直
接
の
目
標
に
お
い
て
も
、
手
績
の
内
容
に
お
い
て
も
、
實
際
上
異
な
る
べ
き
は
明
か
で
あ

つ
て
、
相
違
黙
に
着
眼
す
れ
ば
、
執
行
手
績
を
非
訴
訟
手
績
と
構
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
勿
論
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
爾
者
が
共
通
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
む

の
は
、
執
行
手
績
が
法
の
事
實
的
形
成
た
る
も
の
と
せ
ら
れ
る
黙
に
あ
る
で
あ
ら
5
。
し
か
し
、
法
の
形
成
と
言
ひ
な
が
ら
實
際
に
法
の
形
成
で

あ
り
え
た
か
否
か
は
常
に
到
決
手
績
に
留
保
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
し
、
爾
者
を
一
括
す
る
た
め
に
相
違
貼
を
見
逃
す
弊
も
大
き
い
の
で
あ
つ

て
、
問
題
塵
理
の
慣
値
基
準
の
相
違
を
示
す
た
め
に
は
、
寧
ろ
通
常
は
執
行
手
績
を
非
訟
事
件
と
し
て
訴
訟
か
ら
匿
別
す
る
こ
と
が
賢
明
で
あ
ら

う
（
螺
鞠
讐
幼
韻
蕪
葉
魁
韓
辮
監
議
蘇
薫
以
）
．
執
行
行
爲
の
理
論
と
し
て
は
、
轟
法
藩
と
裂
手
蓼
が
丁
字
型
に
交
叉

す
る
と
同
じ
く
、
執
行
手
纏
雍
裂
手
響
丁
字
型
に
交
叉
し
て
（
浮
謬
－
V
、
轟
塗
運
灘
す
る
た
め
（
聚
鍵
一
華
、
一
）
、
裂

手
綾
に
お
け
る
訴
訟
行
爲
の
理
論
と
は
お
の
づ
か
ら
舞
つ
華
ろ
轟
鋳
蓮
論
を
必
要
と
す
る
こ
と
墓
る
（
塗
諾
V
．
．
例
へ
ば
、
形



成
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
私
椹
と
手
綾
外
の
槽
利
と
の
關
係
。
法
政
策
の
問
題
と
し
て
も
ま
た
、
執
行
手
績
の
指
導
原
理
は
實
髄
的
適
正
で
あ
る
よ
り

は
寧
ろ
實
効
的
で
あ
る
こ
と
迅
速
確
實
で
あ
る
こ
と
で
あ
つ
て
よ
い
の
で
、
公
椹
力
に
拘
泥
し
な
い
自
由
な
立
場
、
廣
い
親
野
か
ら
、
改
善
の
策

が
講
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
じ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
セ
　
　
ヤ

　
（
四
）
　
最
後
に
、
公
権
的
實
現
手
績
は
私
入
の
實
力
行
使
を
排
斥
す
る
。
私
人
の
實
力
行
使
は
自
力
救
濟
の
禁
止
に
鰯
れ
る
で
あ
ら
う
。
そ
の

た
め
に
こ
そ
實
現
手
績
が
公
椹
的
實
現
手
績
の
形
式
を
ど
ら
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
能
ふ
か
ぎ
り
私
人
の
塵
分
か
ら
自
由
で

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
筈
で
あ
る
。
さ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
黙
か
ら
、
競
費
手
績
は
、
換
憤
穫
を
私
人
に
留
保
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
避
け
、

な
る
べ
く
公
信
的
効
果
を
認
め
る
や
う
に
考
へ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
恐
ら
く
は
、
こ
の
黙
こ
そ
、
す
べ
て
の
異
論
を
通
じ
る
且
つ
最
も
張
い

實
質
的
な
理
由
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。

　
け
れ
ど
も
、
自
力
救
濟
の
禁
止
は
、
私
人
の
統
制
の
な
い
實
力
の
行
使
を
禁
止
す
る
が
、
反
封
に
、
必
ず
し
も
完
全
な
公
椹
力
の
み
に
よ
る
執

行
を
要
求
は
し
な
い
。
完
全
な
私
的
手
績
と
完
全
な
公
槽
力
の
み
に
よ
る
執
行
の
手
績
と
の
間
に
は
、
無
数
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
。
そ
の
一
極

端
の
排
斥
は
、
必
ず
し
も
他
の
極
端
を
要
求
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
ま
た
、
残
さ
れ
た
多
く
の
可
能
性
の
間
に
つ
い
て
も
、
公
的
色

彩
の
張
い
も
の
を
、
そ
の
弱
い
も
の
よ
り
も
、
そ
れ
だ
け
當
然
に
望
ま
し
い
と
す
る
も
の
で
も
な
い
。
完
全
な
私
的
執
行
は
、
正
し
い
者
が
必
ず

し
も
強
く
は
な
い
事
實
に
よ
つ
て
正
義
に
反
し
、
屡
ζ
紛
雫
を
醸
す
こ
と
に
よ
つ
て
秩
序
を
棄
す
。
自
力
救
濟
の
禁
止
は
、
こ
の
弊
害
を
避
け
う

れ
ば
、
そ
の
目
的
を
達
す
る
。
目
的
を
達
す
る
か
ぎ
り
は
、
た
と
へ
民
間
會
肚
に
よ
る
執
行
を
認
め
て
も
、
自
力
救
濟
の
禁
止
に
は
反
し
な
い
。

勿
論
、
換
贋
権
を
私
人
に
留
保
し
、
公
信
的
効
果
の
な
い
實
現
手
績
を
認
め
る
が
ご
と
き
は
、
ま
さ
に
正
義
に
反
し
、
紛
雫
を
生
ぜ
し
め
や
す
い

と
言
へ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
眞
正
の
樺
利
者
が
準
備
の
手
績
を
経
る
こ
と
な
く
直
ち
に
實
現
手
績
に
著
手
で
き
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
正

義
の
一
つ
の
要
求
で
あ
ら
う
し
、
紛
孚
も
、
虚
構
の
紛
争
や
爲
に
す
る
紛
孚
に
乗
じ
ら
れ
る
の
で
な
し
に
、
あ
る
べ
き
紛
争
が
表
面
化
す
る
限
度

で
は
、
自
力
救
濟
の
埜
止
の
精
紳
に
矛
盾
は
し
な
い
。
執
行
手
績
さ
へ
、
既
に
、
完
全
に
公
的
色
彩
の
み
を
有
す
る
制
度
で
は
な
い
。
競
齋
手
績
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は
、
果
し
て
、
ど
の
程
度
の
公
的
色
彩
を
も
つ
公
槽
的
實
現
手
績
た
る
を
望
ま
し
い
と
す
べ
き
か
。
こ
れ
も
ま
た
、
自
力
救
濟
禁
止
の
精
紳
か
ら

は
決
定
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
も
し
、
自
力
救
濟
の
禁
止
が
、
公
的
手
綾
の
ヨ
リ
多
く
公
的
で
あ
る
こ
と
を
要
求
し
、
ヨ
リ
多
く
公
的
で
あ
れ
ば
そ
れ
だ
け
手
績
は
優
れ
た
も

の
と
な
る
と
す
れ
ば
、
到
決
手
績
は
何
故
に
當
事
者
主
義
に
廣
汎
な
活
動
を
認
め
る
の
で
あ
ら
う
か
。
執
行
手
績
に
お
け
る
換
憤
た
る
競
費
の
性

質
は
、
特
に
わ
が
國
に
お
い
て
、
公
用
徴
牧
と
す
る
奮
読
か
ら
漸
女
再
び
費
買
契
約
で
あ
る
と
す
る
新
論
が
有
力
化
し
つ
つ
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
他
の
理
由
な
し
に
當
然
に
反
憤
値
的
な
傾
向
と
噺
じ
ら
れ
る
の
で
あ
ら
う
か
。
公
的
色
彩
を
強
調
す
べ
き
か
、
私
的
色
彩
を
彊
調
す
べ
き

か
は
、
調
和
黙
を
求
め
な
が
ら
歴
史
が
、
振
子
運
動
を
描
き
つ
つ
、
憐
み
來
た
つ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
を
訴
訟
理
論
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
外

か
ら
投
入
せ
ら
れ
た
爾
種
各
様
の
要
求
を
、
比
重
に
感
じ
、
且
つ
技
術
的
に
著
實
に
實
現
す
る
に
は
ど
の
や
う
な
蓮
螢
が
好
ま
し
い
か
が
、
常
に

そ
の
問
題
で
あ
る
べ
き
で
、
他
の
要
求
か
ら
切
離
し
、
比
重
を
無
硯
し
、
訴
訟
の
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
を
主
張
し
て
、
一
面
的
に
公
的
色
彩
を
彊
調
す

れ
ば
足
り
る
の
で
は
な
い
。
も
し
そ
れ
、
い
か
に
す
れ
ば
能
率
的
で
あ
る
か
と
い
ふ
が
如
き
は
、
訴
訟
外
の
實
艦
法
的
、
否
、
全
法
的
理
念
に
從

属
す
る
二
次
的
な
間
題
で
あ
る
。
自
力
救
濟
の
禁
止
は
、
訴
訟
理
論
に
お
け
る
公
椹
的
色
彩
を
、
常
に
當
然
に
且
つ
全
面
的
に
、
合
理
化
す
る
も

の
で
は
な
い
。

　
こ
の
黙
の
反
省
は
、
恐
ら
く
、
訴
訟
の
有
ら
ゆ
る
問
題
に
つ
い
て
有
釜
で
あ
ら
う
。
到
決
手
績
に
お
け
る
辮
論
主
義
の
理
解
は
、
こ
の
黙
の
考

慮
を
琴
る
多
く
の
懸
の
一
例
虜
る
（
鯉
聾
藷
礫
轄
桑
饗
務
」
）
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
立
法
論
と
し
て
債
務
名
義
を
要
求
す
る
者
が
、
訴
訟
理
論
上
の
根
撮
と
し
て
奉
げ
る
も
の
は
、
次
の
五
黙
の
全
部
も
し
く
は
一
部
で
あ
る
（
射

鱒
賜
雛
蕎
鞭
論
薩
頼
蕎
響
輩
顛
軸
藁
鑑
転
、
垂
．
曰
く
、
（
・
）
覆
警
行
の
た
め
に
す
る
饗
議
も
「
責
任
」
の



強
制
的
實
現
の
手
績
で
あ
る
黙
で
執
行
手
績
と
本
質
を
同
じ
う
し
、
異
な
る
所
は
た
黛
一
は
人
的
責
任
他
は
物
的
責
任
の
實
現
に
任
じ
る
黙
に
あ

る
の
み
で
、
薯
手
響
ま
姦
製
行
た
る
金
鞍
行
涯
か
奮
ぬ
こ
と
（
鞍
謹
揮
翻
勲
頁
V
、
（
2
）
緯
讐
行
の
た
め
写
る

競
掌
縷
「
嚢
」
虜
つ
て
非
馨
件
で
簸
い
・
」
と
（
融
緬
真
V
、
（
3
）
債
肇
藷
薔
製
の
響
的
喬
婆
基
礎
つ
け
他

鶏
足
の
震
塞
礎
つ
け
る
双
面
の
機
襲
有
す
る
こ
と
（
叫
蘇
藷
輩
の
。
纈
㌫
謀
露
難
義
）
、
（
4
）
醤
禁
債
肇
義
の
必
要

を
明
言
し
な
い
の
嬉
式
的
霧
手
攣
併
せ
て
墾
し
た
た
め
鑛
窪
い
こ
と
（
卦
課
）
、
（
5
）
捲
保
讐
讐
穰
穫
含
義
て
窪

い
こ
と
（
訪
諜
）
．

　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
じ

　
第
一
黙
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
「
責
任
」
と
は
何
か
が
問
題
で
あ
る
。
論
者
の
論
明
に
徴
す
れ
ば
「
債
務
の
任
意
履
行
な
き
場
合
に
於
て
債
椹
者
に

封
し
て
之
に
代
は
る
債
樺
の
満
足
を
供
す
る
権
能
を
責
任
と
呼
ぶ
な
ら
ば
」
そ
の
主
張
の
や
う
な
命
題
が
成
立
つ
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

責
任
の
語
を
か
や
う
な
意
味
に
罵
ゐ
る
か
ぎ
り
、
勿
論
、
こ
の
命
題
は
成
立
つ
と
言
へ
る
。
し
か
し
、
そ
の
實
質
的
な
内
容
は
、
責
任
の
強
制
的

實
現
と
い
ふ
こ
と
が
實
は
右
の
や
う
な
消
息
の
み
を
指
す
の
だ
と
す
れ
ば
、
競
費
手
績
も
ま
た
、
執
行
手
績
と
同
様
に
、
　
「
公
権
力
に
よ
る
私
樺

の
實
現
の
法
的
手
綾
」
で
あ
る
、
と
い
ふ
こ
と
以
上
に
は
出
な
い
筈
で
あ
る
。

　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
む

　
そ
の
第
二
黙
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
　
「
訴
訟
」
と
は
何
か
が
間
題
で
あ
る
。
お
よ
そ
、
競
費
手
績
に
關
し
て
、
そ
れ
が
訴
訟
で
あ
る
が
非
訟
事
件

で
あ
る
か
が
孚
は
れ
る
實
釜
は
、
主
と
し
て
、
不
備
杜
撰
な
競
費
法
典
を
、
民
事
訴
訟
法
典
を
も
つ
て
補
ふ
べ
き
か
、
非
訟
事
件
手
績
法
典
を
も

つ
て
補
ふ
べ
き
か
の
間
題
に
關
す
る
（
讐
藍
顛
評
岩
）
．
劉
は
、
は
じ
め
非
訟
蓋
ハ
竃
つ
ー
れ
を
簾
べ
電
の
と
し
、
の
ち
大
正

二
年
に
こ
れ
を
更
め
て
以
來
、
民
訴
法
典
を
も
つ
て
こ
れ
を
補
ふ
の
態
度
を
確
立
し
て
、
今
日
に
至
つ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
、
・
て
の
際
、
非
訟
法
典

を
も
つ
て
補
つ
た
當
初
は
そ
の
理
由
を
競
費
手
績
が
性
質
上
非
訟
事
件
に
属
す
る
こ
と
に
求
め
た
が
、
改
論
以
後
は
手
綾
の
性
質
に
つ
い
て
は
沈

黙
し
て
ゐ
る
。
學
論
が
こ
の
問
題
を
引
受
け
た
形
で
あ
る
。
し
か
し
、
既
に
述
べ
た
や
う
に
、
補
充
法
規
の
決
定
は
そ
の
決
定
の
必
要
に
印
し
、

債
務
名
義
の
必
要
は
ま
た
別
に
そ
の
需
要
に
印
し
て
考
へ
る
べ
き
で
、
本
質
論
を
決
定
す
れ
ば
當
然
に
彼
此
相
通
じ
る
の
で
は
な
い
。
言
葉
を
換
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へ
て
言
へ
ば
、
補
充
法
規
の
決
定
に
つ
い
て
取
上
げ
ら
れ
た
條
件
が
執
行
手
綾
と
共
通
で
あ
る
と
い
ふ
意
味
で
競
費
手
績
は
訴
訟
た
る
本
質
を
有

す
と
言
は
れ
て
も
、
債
務
名
義
の
必
要
を
決
定
す
る
に
必
要
な
訴
訟
性
は
、
こ
れ
と
別
異
の
條
件
に
認
め
ら
れ
て
よ
い
。
そ
し
て
、
一
般
に
は
、

補
充
法
規
の
決
定
は
、
條
文
自
艦
の
艦
裁
の
ほ
か
、
公
灌
的
實
現
手
績
た
る
の
執
行
手
績
と
の
共
通
性
か
ら
既
に
決
ま
る
こ
と
が
多
い
か
ら
、
こ

れ
に
つ
い
て
訴
訟
な
り
や
否
や
を
論
じ
る
實
釜
は
蝕
り
な
い
。
こ
こ
で
公
穫
的
實
現
手
績
た
る
黙
を
執
行
手
績
と
共
通
だ
と
い
ふ
意
味
で
訴
訟
性

と
言
つ
て
し
ま
ふ
と
、
配
當
手
績
の
有
無
の
如
き
に
つ
い
て
も
、
根
擦
な
き
到
断
を
行
ふ
危
瞼
が
あ
る
。
債
務
名
義
と
の
關
係
で
は
、
何
が
、
何

故
、
訴
訟
と
共
通
か
を
、
よ
く
吟
味
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
で
あ
る
に
拘
ら
ず
、
論
者
の
競
費
本
質
論
は
、
補
充
法
規
の
問
題
に
つ
い
て

も
、
配
當
手
績
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
債
務
名
義
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
特
に
匿
別
し
て
は
論
じ
ら
れ
な
い
。
以
て
最
大
公
約
歎
を
求
め
る
ほ
か

な
い
と
す
れ
ば
、
結
局
、
論
者
が
本
質
と
い
ふ
も
の
は
、
競
費
が
公
権
的
實
現
手
績
に
ほ
か
な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
に
墨
き
よ
う
。
實
際
に
行
は
れ

て
ゐ
る
読
明
を
み
て
も
、
こ
れ
を
超
え
た
理
由
づ
け
は
何
ら
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
じ
　
　
ち
　
　
む

　
第
三
難
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
執
行
手
績
に
お
け
る
差
押
が
双
面
の
機
能
に
基
づ
く
べ
き
は
明
か
で
あ
る
。
一
面
で
は
そ
れ
は
國
家
の
張
制
力
に

基
づ
き
、
他
面
で
は
そ
れ
は
張
制
椹
の
施
用
を
是
認
せ
し
め
る
に
足
り
る
権
原
印
ち
換
債
穫
に
基
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
強
制
力
0
な
い
者

の
行
爲
は
始
か
ら
差
押
と
し
て
の
適
格
を
も
ち
え
な
い
で
あ
ら
う
。
差
押
の
効
力
と
し
て
の
相
封
的
庭
分
禁
止
は
生
じ
る
由
が
な
い
と
言
は
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
が
同
時
に
換
慣
権
に
基
づ
か
な
け
れ
ば
、
手
績
は
實
髄
的
な
内
容
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
後
段
の
椹

原
を
確
保
す
る
も
の
こ
そ
、
債
務
名
義
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
論
者
が
債
務
名
義
に
國
家
の
獅
占
的
彊
制
穫
の
基
礎
づ
け
の
機
能
を
認
め
て
ゐ
る
の

は
、
不
都
合
で
あ
る
。
一
方
に
お
い
て
、
國
家
の
張
制
権
は
既
に
公
椹
的
實
現
手
績
の
制
度
的
前
提
と
し
て
豫
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
更
め
て
個

々
の
事
件
に
つ
い
て
こ
れ
を
付
與
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
の
み
で
な
く
、
他
方
に
お
い
て
、
強
制
権
の
個
別
的
事
件
に
つ
い
て
の
叢
動
は
、
當
該

制
度
と
國
民
の
｝
般
的
地
位
と
の
關
係
か
ら
、
申
立
に
よ
つ
て
促
さ
れ
う
る
こ
と
當
然
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
は
な
ほ
債
務
名
義
の
間
題
を
生
じ

な
い
。
満
足
名
義
た
る
の
側
面
は
、
本
稿
の
問
題
に
直
接
の
關
蓮
を
も
た
な
い
。
と
す
る
と
、
こ
の
第
三
黙
の
論
擦
中
、
残
る
と
こ
ろ
は
、
債
務



名
義
は
換
慣
穫
を
國
家
に
與
へ
る
も
の
だ
と
い
ふ
こ
と
と
、
從
つ
て
、
も
し
實
現
手
績
に
お
い
て
は
総
べ
て
國
家
の
「
獅
占
的
」
強
制
穫
が
前
提

と
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
れ
ば
、
帥
ち
、
も
し
換
債
椹
が
國
家
に
與
へ
ら
れ
な
い
や
う
な
實
現
手
績
は
あ
り
え
な
い
も
の
と
假
定

す
れ
ば
、
常
に
實
現
手
績
は
債
務
名
義
に
基
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
と
、
だ
け
で
あ
る
。
問
題
は
、
か
う
し
て
、
公
権
的
實
現
手
績

は
常
に
必
ず
換
慣
権
の
國
家
へ
の
付
與
を
必
要
と
す
る
か
、
に
還
元
せ
ら
れ
る
。

　
セ
　
　
セ
　
　
め

　
第
四
黙
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
こ
れ
は
、
逆
に
、
措
保
椹
の
實
行
の
た
め
に
す
る
競
費
手
績
を
形
式
的
競
費
手
績
と
異
な
つ
て
取
扱
つ
て
よ
い
か

と
の
疑
問
を
生
ぜ
し
め
る
。
法
典
が
爾
者
を
同
列
に
置
い
て
ゐ
る
に
拘
ら
ず
、
一
が
他
と
異
な
る
と
い
ふ
た
め
に
は
、
積
極
的
な
理
由
を
必
要
と

す
る
が
、
捲
保
権
實
行
の
た
め
の
競
費
手
績
が
公
椹
的
實
現
手
績
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
以
上
の
読
明
は
見
當
ら
な
い
。
し
か
し
、
財
産
の
保
管
整

理
の
た
め
の
換
慣
権
の
行
使
も
ま
た
、
私
権
の
實
現
の
手
績
と
言
へ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
假
に
さ
う
言
へ
な
い
と
し
て
も
、
法
典
が
こ
れ
と
措

保
椹
實
行
の
た
め
の
競
費
手
績
と
を
一
括
規
定
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
手
績
外
に
換
慣
椹
を
豫
定
す
る
黙
で
こ
れ
と
共
通
黙
を
も
つ
や
う
な
、
そ

の
や
う
な
公
椹
的
實
現
手
績
と
し
て
捲
保
権
實
行
の
た
め
の
競
費
手
績
を
考
へ
て
ゐ
る
の
だ
、
と
は
言
へ
な
い
の
か
。
從
つ
て
、
問
題
は
、
お
よ

そ
公
椹
的
實
現
手
績
は
そ
の
や
う
な
手
績
で
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
の
か
ど
う
か
、
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

　
も
　
　
ヤ
　
　
も

　
第
五
黙
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
捲
保
権
が
換
償
権
を
内
含
す
る
か
ど
う
か
は
、
實
鰹
法
だ
け
か
ら
一
面
的
に
決
ま
る
こ
と
で
は
な
い
，
。
権
利
は
制

度
の
主
観
的
理
解
に
す
ぎ
な
い
。
請
求
椹
に
換
債
穫
が
な
い
と
せ
ら
れ
る
の
が
一
般
で
あ
る
の
は
、
そ
れ
が
債
務
名
義
を
要
す
る
執
行
手
績
に
よ

つ
て
の
み
實
現
で
き
る
制
度
に
現
在
で
は
な
つ
て
ゐ
る
が
た
め
で
あ
る
。
澹
保
椹
に
換
憤
椹
が
あ
る
と
見
る
べ
き
か
、
な
い
と
見
る
べ
き
か
は
、

そ
の
實
現
手
績
を
ど
う
定
め
た
ら
よ
い
か
と
い
ふ
問
題
の
、
主
観
的
側
面
か
ら
の
言
換
へ
に
過
ぎ
な
い
。
間
題
は
、
依
然
と
し
て
、
公
権
的
實
現

手
績
は
、
す
べ
て
執
行
手
綾
の
如
く
で
あ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
を
出
な
い
。

　
か
く
て
、
論
者
の
所
論
は
、
す
べ
て
、
結
局
は
、
競
費
手
練
の
公
権
的
實
現
手
績
た
る
性
格
の
み
に
依
存
し
て
ゐ
る
こ
と
を
、
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
し
て
、
或
手
績
が
公
椹
的
實
現
手
績
で
あ
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
こ
れ
に
公
信
的
効
果
を
認
む
べ
し
と
の
結
論
に
導
か
な
い
こ
と
、
前

　
　
　
　
競
賞
手
績
と
公
信
的
効
果
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
　
　
　
（
九
七
）



　
　
　
競
翼
手
絞
と
公
信
的
効
果
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
　
　
　
（
九
八
）

節
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
第
二
黙
に
つ
い
て
は
特
に
前
に
取
出
し
て
も
論
じ
て
置
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

　
解
繹
論
と
し
て
既
に
現
行
法
上
に
櫓
保
権
の
實
行
が
債
務
名
義
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
論
じ
る
者
は
、
更
に
こ
れ
を
二
読
に
わ
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
一
読
は
、
競
費
法
上
の
競
費
に
は
債
務
名
義
を
要
せ
ざ
る
も
、
塘
保
椹
者
は
捲
保
椹
を
表
示
す
る
債
務
名
義
を
も
つ
て
執
行
手
績
に

よ
り
う
る
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
他
は
、
競
費
法
上
の
競
費
に
債
務
名
義
を
要
す
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

薯
が
鑑
も
墓
げ
蒙
の
は
、
次
の
三
攣
あ
る
（
辮
薙
』
謙
講
蹟
魏
霧
簾
態
顯
麟
甦
蜷
一
騒
緬
碩
碗
も
、
V
．
曰

く
、
（
1
）
執
行
法
は
捲
保
権
の
實
行
を
排
除
し
て
ゐ
な
い
こ
と
（
死
一
一
）
、
　
（
2
）
國
権
に
よ
る
権
利
の
實
現
は
す
べ
て
債
務
名
義
に
基
づ
く
の

が
當
然
で
、
饗
経
直
接
規
塞
る
も
の
の
奪
の
例
餐
見
ら
れ
る
こ
と
（
き
、
（
3
）
葎
讐
行
の
保
叢
分
も
て
の
假
差
押
に

債
肇
蒙
必
要
虜
る
以
上
、
こ
れ
あ
器
髪
ふ
べ
重
と
（
5
．

童
艶
つ
い
て
言
へ
ば
、
ド
イ
ッ
法
の
や
う
に
（
飛
虚
差
琶
樺
響
顧
慮
し
窺
審
窪
い
わ
が
畢
藝
法
典
と
、
警
法

典
と
を
並
べ
て
み
る
と
き
、
執
行
法
が
措
保
権
の
實
行
を
排
除
し
て
ゐ
な
い
と
論
じ
る
の
は
、
無
理
だ
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
、
法

定
捲
保
穫
に
つ
い
て
も
執
行
法
が
當
初
か
ら
債
務
名
義
に
よ
る
執
行
を
豫
定
し
て
ゐ
た
と
考
へ
る
の
は
、
困
難
で
は
あ
る
ま
い
か
。
少
く
と
も
、

論
者
と
翁
の
見
蟹
、
優
に
成
立
つ
（
稼
箋
籠
態
．

　
む
　
　
む
　
　
ヤ

　
第
三
黙
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
論
者
が
自
ら
承
認
す
る
所
の
・
競
費
法
に
基
づ
き
債
務
名
義
な
く
し
て
行
は
れ
る
手
績
は
、
ど
う
い
ふ
こ
と
に
な

る
の
で
あ
ら
う
。
ま
た
、
捲
保
権
實
行
の
保
全
が
假
差
押
で
出
來
る
か
否
か
疑
問
で
あ
る
。
假
に
疑
問
を
悉
く
留
保
し
た
と
し
て
も
、
弱
い
樺
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
む

が
強
い
椹
利
に
比
し
て
却
つ
て
多
く
の
關
門
を
潜
ら
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
寧
ろ
當
然
と
も
言
へ
な
い
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ヤ

　
右
二
黙
は
、
從
つ
て
、
決
定
的
な
論
接
と
は
言
へ
な
い
。
決
定
的
な
も
の
は
第
二
難
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
明
か
に
、
競
費
手
績
が
公
樺
的
實



現
手
績
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
か
ら
、
直
ち
に
債
務
名
義
の
必
要
へ
飛
躍
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
或
手
績
が
公
構
的
實
現
手
績
で
あ
る
こ
と

は
、
必
ず
し
も
こ
れ
に
債
務
名
義
を
要
求
す
べ
し
と
の
結
論
に
導
か
な
い
こ
と
、
前
々
節
に
見
た
通
り
で
あ
る
。

競
嚢
上
の
警
羨
鏡
犠
肇
蒙
必
要
で
あ
る
と
い
藷
者
が
、
論
響
し
て
浮
薯
の
は
、
次
の
八
攣
あ
る
（
融
簗
講

嚇
醸
難
離
難
講
…
駐
蕪
鉛
餌
謹
灘
縫
轟
響
罷
罫
響
矯
疑
）
．
貝
（
・
）
篠
馨
行
の
た
め
の
醤
手
擦

本
篁
金
銭
執
行
に
ほ
娑
畠
こ
と
（
恥
境
頑
山
ぺ
鑑
祀
V
、
（
2
）
現
行
埜
轟
保
讐
行
の
た
め
の
債
肇
蓼
嚢
す
る
こ
と
が
困
難

で
は
な
い
こ
と
（
か
配
飢
順
ト
ニ
）
、
（
3
）
競
落
人
の
地
位
の
不
安
定
を
救
濟
す
べ
き
こ
と
、
特
に
然
ら
ざ
れ
ば
登
記
に
公
信
力
な
き
我
國
に
お
い

て
不
動
産
金
融
の
梗
塞
を
來
た
す
べ
書
と
（
㌃
讃
匙
響
、
（
4
）
葎
讐
讐
機
獲
含
義
て
窪
い
こ
と
（
琶
、
（
5
）

現
在
無
捲
保
債
権
者
に
換
債
椹
な
し
と
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
と
の
均
衡
（
レ
臥
）
、
　
（
6
）
競
費
機
關
は
公
権
力
を
行
ふ
も
の
で
あ
っ
て
、
捲
保
槽
者

の
代
理
入
で
は
な
い
こ
と
（
京
贔
．
）
、
（
7
）
私
塁
蒙
ら
公
塁
義
へ
の
蒙
の
滑
革
（
監
）
、
（
8
）
債
肇
譲
．
「
責
任
」
の
存
在

を
假
定
的
ま
た
罐
定
的
舞
認
す
る
こ
き
本
質
と
す
う
」
と
（
重
。

　
　
　
　
　
　
む
　
　
も
　
　
む

　
右
の
う
ち
、
第
二
黙
は
、
考
へ
う
る
と
い
ふ
だ
け
の
こ
と
で
、
こ
れ
は
な
ほ
必
要
と
解
す
べ
し
と
の
根
擦
に
は
な
ら
な
い
か
ら
、
除
外
し
て
差

　
　
　
　
ヤ
　
　
じ
　
　
ち

支
な
い
。
第
五
黙
は
第
四
難
に
還
元
し
て
考
へ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
む
　
　
む
　
　
じ

　
第
六
黙
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
差
押
が
公
権
力
で
行
は
れ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
必
ず
し
も
換
憤
が
公
法
的
行
爲
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
意
味

は
し
な
い
（
紳
翻
V
．
響
は
別
個
の
問
題
墓
る
か
ら
、
換
債
が
私
法
上
の
欝
墓
る
と
し
て
も
、
薯
機
禦
こ
れ
に
よ
つ
て
當
事
者
の

代
理
人
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
。
問
題
は
、
公
権
的
實
現
手
績
は
、
性
質
上
當
然
に
私
人
に
換
憤
樺
を
留
保
し
え
ぬ
か
否
か
、
に
麟
す
る
の
で

あ
る
。

　
も
　
　
む
　
　
じ

　
第
七
黙
に
つ
い
て
、
冒
へ
ば
、
制
度
が
歴
皮
的
に
規
定
せ
ら
れ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
ロ
ー
マ
法
か
ら
猫
逸
民
訴
法
ま
で
大
ま
か
に
…
般
法

制
史
的
に
辿
ら
れ
た
沿
革
が
、
ど
れ
だ
け
我
々
の
競
費
法
に
接
綾
す
る
の
か
は
、
國
内
の
立
法
過
程
を
抜
き
に
し
て
は
、
明
か
で
な
い
ば
か
り
千
、

　
　
　
競
質
手
績
と
公
信
的
効
果
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
　
　
　
　
（
九
九
）



　
　
　
競
責
手
績
と
公
信
的
効
果
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
　
　
　
（
一
〇
〇
）

な
く
、
公
費
・
私
費
の
意
義
も
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
り
う
る
こ
と
、
近
代
に
お
い
て
却
つ
て
公
権
力
の
後
退
を
合
理
化
で
き
る
基
礎
も
生
ま
れ
て
ゐ

る
こ
と
を
考
へ
る
と
、
決
定
的
な
要
素
と
は
言
へ
ぬ
で
あ
ら
う
。
も
し
滑
革
を
辿
る
な
ら
ば
、
換
贋
権
を
私
人
に
留
保
す
る
公
椹
的
實
現
手
績
を

・
完
全
に
否
定
す
る
・
方
向
、
を
認
め
う
る
の
か
ど
う
か
、
焦
黙
を
絞
つ
て
考
へ
る
必
要
が
あ
ら
う
。
示
さ
れ
た
限
度
で
は
、
な
ほ
、
競
費
手
績

が
公
権
的
實
現
手
績
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
と
い
ふ
こ
と
し
か
出
て
こ
な
い
。

　
ち
　
　
も
　
　
も

　
第
八
黙
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
公
権
的
實
現
手
績
が
、
果
し
て
、
常
に
責
任
の
公
椹
的
確
認
の
上
に
立
つ
べ
き
か
否
か
が
、
間
題
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
ち
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
モ
　
　
ち
　
　
む

　
右
三
瓢
は
、
從
つ
て
、
敦
れ
も
競
費
手
績
の
公
椹
的
實
現
手
績
た
る
性
格
に
論
擦
を
求
め
る
に
瞬
著
す
る
。
第
一
黙
・
第
四
黙
が
こ
れ
に
離
著

す
る
こ
と
は
既
に
前
節
に
み
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
斯
く
し
て
、
第
三
黙
を
除
く
す
べ
て
の
論
嫁
は
、
結
局
、
競
費
手
績
の
公
穫
的
實
現
手
績
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
じ
　
　
セ

性
格
を
主
張
す
る
に
蹄
す
る
、
と
言
へ
る
。
第
三
黙
は
、
實
践
上
の
必
要
で
、
今
か
り
に
此
塵
で
訴
訟
理
論
と
構
し
て
ゐ
る
も
の
と
は
、
無
關
係

で
あ
る
。
そ
し
て
、
或
手
績
が
公
権
的
實
現
手
績
で
あ
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
こ
れ
に
債
務
名
義
を
要
求
す
べ
し
と
の
結
論
に
導
か
な
い
こ
と
、

前
々
節
に
見
た
通
り
で
あ
る
。

鐘
論
と
し
て
は
、
債
務
名
義
を
不
要
と
す
る
嚢
の
見
解
を
正
當
と
し
よ
論
疑
欝
輔
一
民
一
罎
親
籠
鷺
灘
螺
蓄
舗
譜

醜
覇
V
．
そ
の
際
、
慶
，
論
じ
ら
れ
る
覆
響
の
襲
量
羅
の
有
無
の
懸
（
跡
誰
薮
灘
鍵
聖
．
蘇
馨
鷺
塾
菊
毒
暁
魅
恥
）

は
、
債
務
名
義
要
否
の
問
題
と
は
別
で
あ
つ
て
、
た
と
へ
留
置
権
者
を
含
め
す
べ
て
の
捲
保
権
者
に
競
費
法
に
よ
り
競
費
申
請
椹
を
認
め
る
と
し

た
と
こ
ろ
で
、
か
x
る
申
請
権
に
基
づ
く
手
綾
が
債
務
名
義
を
必
要
と
し
な
い
手
績
で
あ
る
か
否
か
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
決
定
で
き
な
い
こ
と
、

即
ち
、
競
費
申
請
権
と
換
領
の
基
礎
に
な
る
穫
利
と
は
異
な
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
競
費
法
が
捲
保
権
實
行
の
た
め

に
す
る
醤
を
財
産
の
保
纂
理
の
た
め
写
る
警
貝
か
ら
瘍
し
て
窪
い
こ
丞
、
影
、
覆
選
實
行
姦
保
灌
吉
「
饗
煮
サ

ン
ト
ス
ル
」
も
の
と
表
現
し
て
ゐ
る
こ
と
（
胴
）
、
執
行
吏
の
執
行
調
書
に
申
立
人
の
署
名
捺
印
の
み
を
要
求
す
る
髄
裁
を
と
つ
て
ゐ
る
こ
と
（
卜
四

騰
皿
V
、
不
動
産
競
窪
雲
薯
習
の
公
告
か
ら
執
行
法
の
場
倉
異
な
り
醤
「
鵠
執
行
一
因
リ
醤
ヲ
爲
ス
旨
」
の
記
藝
落
し
て



ゐ
る
こ
と
（
鶉
鄭
娠
V
筆
み
る
奮
ば
、
法
典
は
、
こ
の
議
姦
行
手
蓼
は
異
馨
別
個
特
殊
な
議
墓
つ
て
（
鰍
纏
囎
嘩
難

鰍
懲
蝶
蕩
㊥
離
り
）
、
換
纏
窺
歪
揮
し
（
翻
麩
、
私
人
が
換
纏
の
行
催
つ
い
て
こ
の
手
健
よ
る
ぎ
に
過
窪
竃

の
と
考
へ
て
ゐ
る
、
と
臆
測
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
換
慣
権
が
私
人
に
留
保
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
す
れ
ば
、
も
は
や
債
務
名
義
は
必
要
を
み
な
い
。

競
費
法
二
四
條
が
競
費
申
立
の
添
附
書
類
を
規
定
す
る
に
あ
た
り
、
民
事
訴
訟
法
六
四
二
條
六
四
三
條
に
酷
似
す
る
内
容
を
定
め
な
が
ら
、
こ
と

さ
ら
「
債
務
名
義
」
　
「
執
行
力
ア
ル
正
本
」
の
語
を
除
い
て
ゐ
る
こ
と
も
、
こ
の
結
論
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。
さ
う
し
て
、
競
費
法
二
四

條
二
項
一
號
・
同
二
七
條
三
項
二
號
に
は
「
所
有
者
」
が
墾
げ
ら
れ
て
ゐ
る
に
比
し
て
、
こ
れ
に
封
感
す
る
民
事
訴
訟
法
六
四
二
條
一
號
・
同
六

四
八
條
二
號
に
は
こ
れ
が
學
げ
ら
れ
て
ゐ
な
い
黙
を
み
れ
ば
、
前
述
の
日
凋
民
事
訴
訟
法
の
比
較
と
相
侯
つ
て
、
法
が
民
事
訴
訟
法
に
よ
る
捲
保

．
権
の
實
行
を
豫
定
し
て
ゐ
な
い
こ
と
も
、
ま
た
明
か
で
あ
る
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

　
解
繹
論
と
し
て
債
務
名
義
を
不
要
と
し
な
が
ら
猫
且
っ
競
費
手
績
に
現
行
法
上
公
信
的
効
果
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
者
が
、
根
撮
と
し
て
墾
げ

る
も
の
は
、
務
δ
勢
全
響
し
く
墜
奪
あ
る
（
鱗
羅
聲
蜷
撤
廊
諸
馨
、
麗
襲
薫
簾
轄
噸
論
き
。
曰
く
、
（
・
）
競

寧
灌
本
質
上
執
行
手
蓼
異
奮
緊
の
墓
る
こ
と
（
謡
一
）
、
（
2
）
手
績
の
要
件
が
そ
の
手
蟹
指
毬
た
奮
皇
、
一
・
つ
て
既
に
行

は
れ
た
手
瞥
禦
當
鋳
撃
る
碍
饗
い
こ
盗
肺
墜
影
頁
、
）
、
（
3
）
葬
簾
則
乞
て
無
効
讐
い
こ
と
（
馨
て
、
八
謡
課
一
二

即
）
、
（
4
）
聚
行
擾
姥
式
的
存
立
の
原
則
が
行
は
れ
る
こ
と
（
讐
議
露
些
、
蓼
岩
）
、
（
5
）
讐
法
…
條
が
申
立
の
取
下
を
禦

し
て
警
申
込
人
を
保
護
し
よ
皇
し
て
ゐ
る
こ
と
（
謡
三
V
、
（
6
）
轟
的
眞
實
と
議
の
董
あ
不
適
合
は
こ
の
場
合
眞
髪
い
こ
と

（
蝶
貯
）
、
（
7
）
眞
所
喜
の
不
利
綾
異
議
筆
活
用
し
家
つ
た
か
ぎ
畠
苦
得
と
言
へ
る
こ
と
（
諜
恥
）
、
（
8
）
眞
所
喜
の
保
護
異

議
等
の
ほ
か
な
ほ
煮
農
い
で
簸
い
こ
と
（
喋
誌
、
領
翫
八
）
、
（
9
）
競
霞
公
霰
警
類
す
る
公
法
上
の
辱
で
あ
る
こ
と
（
雌
銃

　
　
　
　
競
頁
手
綾
と
公
信
的
効
果
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
　
　
（
一
〇
一
）



　
　
　
競
貫
手
績
と
公
信
的
効
果
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
　
　
（
一
〇
二
）

礪
潅
釜
飢
八
）
、
（
m
）
競
落
人
の
籍
を
害
し
悪
欝
鼠
撃
失
馨
し
め
法
嬰
要
誓
集
當
虜
る
こ
と
（
礎
灘
頂
蕉

評
肇
．

　
ヤ
　
　
む
　
　
ち

　
第
一
黙
が
競
費
手
績
の
公
穫
的
實
現
手
績
た
る
を
い
ふ
に
す
ぎ
な
い
こ
と
は
、
他
の
論
者
の
場
合
と
同
一
で
あ
る
。
此
庭
で
は
明
か
に
、
競
費

手
績
は
、
　
「
私
権
の
實
行
手
績
で
あ
り
、
権
利
關
係
の
確
定
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
」
と
の
み
、
論
明
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

　
ヤ
　
　
　
も
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ヤ

　
第
二
黙
・
第
三
難
・
第
四
黙
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
原
則
の
適
用
範
園
を
吟
味
し
て
か
x
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
を
逆
に
適

用
の
客
髄
の
方
か
ら
い
ふ
な
ら
、
競
費
手
績
は
い
か
な
る
黙
で
何
故
こ
れ
ら
の
原
則
の
適
用
下
に
は
い
る
の
か
の
論
明
が
必
要
で
あ
る
。
實
饅
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
セ

の
存
在
は
こ
の
場
合
、
果
し
て
、
手
績
の
「
要
件
」
で
あ
る
の
か
。
あ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
何
故
か
。
競
費
機
關
の
手
績
行
爲
は
こ
の
場
合
、
果

し
て
、
不
可
孚
の
穫
威
を
認
め
ら
れ
る
べ
き
國
家
行
爲
で
あ
る
の
か
。
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
何
故
か
。
競
費
機
關
の
裁
到
は
こ
の
場
合
、
果

し
て
、
實
髄
的
確
定
力
な
い
し
は
内
容
的
な
是
認
を
伴
ふ
形
成
力
創
設
力
あ
る
裁
到
で
あ
る
の
か
。
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
何
故
か
。
競
費
裁

到
所
の
競
落
許
可
決
定
の
効
力
は
「
不
動
産
ノ
所
有
椹
ヲ
設
定
的
二
移
輔
ス
ル
数
力
」
た
る
に
疑
は
な
い
か
。
ま
た
、
そ
の
「
抵
當
穫
ハ
登
記
セ

ラ
レ
形
式
上
其
存
在
二
歓
ク
所
ナ
キ
カ
故
二
…
：
競
費
ヲ
申
請
シ
…
…
タ
ル
ハ
正
當
ニ
シ
テ
」
と
い
ふ
「
正
當
」
は
、
問
題
の
場
合
を
解
決
す
る

に
足
り
る
意
撃
の
正
當
で
、
果
し
て
、
お
り
葛
の
墓
ら
嘉
（
矧
謂
弔
讐
恥
）
．
勿
論
、
論
護
こ
れ
ら
の
麗
墓
的
に
答
へ
る
．
然

ら
ば
、
そ
れ
を
何
故
と
す
る
か
。
手
績
に
先
立
つ
條
件
は
手
績
の
「
要
件
」
で
あ
り
、
國
家
の
行
ふ
行
爲
は
「
國
家
行
爲
」
に
ほ
か
な
ら
ず
、
裁

到
所
の
意
思
表
現
は
「
裁
到
」
で
あ
る
、
と
い
ふ
の
で
は
、
明
か
に
何
の
答
に
も
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
根
嫁
に
基
づ
い
て
競
費
手
績
を
前
掲
の

諸
原
則
に
從
は
し
め
う
る
理
由
は
何
か
。
競
費
手
績
は
公
椹
的
實
現
手
綾
で
あ
る
か
ら
、
と
い
ふ
の
が
、
論
旨
の
全
髄
を
通
じ
て
辛
う
じ
て
讃
取

れ
る
そ
の
理
由
で
あ
る
。
他
に
は
全
く
理
由
ら
し
い
も
の
は
掲
げ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。

　
む
　
　
む
　
　
む

　
第
五
黙
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
任
意
に
取
下
を
な
し
う
る
と
い
ふ
こ
と
と
、
實
髄
穫
を
誰
明
し
て
手
績
の
結
果
を
覆
し
う
る
と
い
ふ
こ
と
と
は
、

全
く
別
個
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
論
接
と
し
て
は
取
る
に
た
り
な
い
。



　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
　
　
　
ち
　
　
じ
　
　
も

　
第
六
黙
・
第
七
黙
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
こ
れ
ま
た
、
到
決
手
績
に
お
け
る
理
論
を
そ
の
ま
N
慮
用
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
感
用
の
基
礎

は
ど
こ
に
あ
る
か
。
こ
』
で
も
、
競
費
手
績
が
公
椹
的
實
現
手
績
で
あ
る
こ
と
以
外
の
根
嫁
は
示
さ
れ
て
ゐ
な
い
。

　
も
　
　
む
　
　
む

　
第
八
貼
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
異
議
等
の
手
段
に
全
幅
の
信
頼
を
か
け
る
こ
と
、
從
つ
て
信
頼
で
き
る
だ
け
の
機
會
と
審
査
と
が
充
分
こ
れ
に
つ

い
て
與
へ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
こ
と
が
、
確
定
手
績
と
實
現
手
績
と
の
分
離
を
無
意
味
に
す
る
こ
と
は
、
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
な
ほ
他
の
救

濟
手
段
と
し
て
論
者
が
提
案
す
る
も
の
は
、
轟
樂
存
在
確
認
の
訴
と
假
の
辱
（
雄
）
色
く
犠
寡
（
袖
誌
ε
と
、
と
い
ふ
方
法
で
あ
る
．

こ
れ
は
競
費
手
績
に
つ
い
て
請
求
異
議
の
訴
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
請
求
異
議
の
訴
を
必
ず
し
も
債
務
名
義
と

結
合
し
て
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
な
い
の
で
、
寧
ろ
管
轄
や
併
合
強
制
や
假
の
庭
分
を
含
む
形
式
的
制
度
と
し
て
活
用
で
き
る
こ
と
を

認
め
る
べ
き
で
あ
ら
λ
聡
誰
篠
譲
謬
礪
額
謹
理
肇
．
通
詮
、
警
羨
へ
の
暴
訴
訟
斐
四
五
條
の
準
男
否
季
る

が
、
そ
の
場
合
に
は
實
髄
穫
不
存
在
確
認
の
訴
が
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
、
こ
の
訴
に
つ
き
民
事
訴
訟
法
五
四
七
條
の
假
の
庭
分
の
規
定

は
準
用
で
き
る
と
す
る
者
が
少
く
な
い
（
響
離
麟
潮
墾
舗
）
．
假
に
話
七
條
の
準
嬰
認
宏
い
と
す
設
、
假
雰
を
許
叢
い
わ

け
に
い
か
な
い
で
あ
ら
盗
誌
節
）
．
そ
こ
で
、
眞
所
有
者
は
、
葉
異
議
の
訴
罪
ざ
設
實
簾
不
存
在
確
認
の
訴
に
よ
つ
て
、
ど
つ
ち
に

こ
ろ
ん
で
も
救
濟
を
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
論
旨
は
一
鷹
理
由
が
あ
る
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
間
題
は
、
ご
の
種
の
不

服
申
立
の
方
法
は
、
眞
正
の
穫
利
者
か
ら
進
ん
で
行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
意
味
す
る
、
と
い
ふ
こ
と
で
あ
喝
。
競
費
手
績
に
公

信
的
効
果
を
認
め
な
い
と
す
る
の
は
、
こ
れ
に
反
し
て
眞
正
の
椹
利
者
が
自
分
の
方
か
ら
行
動
を
起
こ
す
必
要
が
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
他

日
そ
の
地
位
を
任
意
に
認
め
よ
う
と
し
な
い
者
に
封
し
て
は
或
は
訴
を
起
こ
す
必
要
が
あ
り
、
手
績
の
途
中
で
こ
れ
を
阻
止
す
る
に
は
或
は
異
議

等
の
手
段
に
訴
へ
る
必
要
が
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
こ
こ
で
請
求
異
議
の
訴
や
實
艦
権
不
存
在
確
認
の
訴
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
と
は
、

丸
て
意
味
が
違
つ
て
ゐ
る
。
こ
の
爾
者
を
意
味
が
違
は
な
い
と
す
る
の
は
、
到
決
手
績
の
理
論
を
無
反
省
に
實
現
手
績
に
類
推
し
よ
う
と
す
る
者

で
あ
る
．
こ
の
論
法
で
い
け
ば
、
執
行
手
績
に
お
い
て
さ
へ
、
第
三
者
の
財
産
の
競
齋
を
必
ず
所
有
樺
移
韓
の
効
果
を
生
じ
る
も
の
と
見
な
け
れ
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ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
ら
う
。
眞
正
の
椹
利
者
に
手
績
を
知
る
機
會
の
な
い
者
も
あ
る
こ
と
を
考
へ
よ
。
勿
論
、
必
ず
眞
所
有
者
の
有
利
に
事
を
決

め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。
到
決
手
績
の
理
論
を
類
推
し
て
く
る
だ
け
で
結
論
は
で
な
い
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
類
推
し
よ
う
と
ナ

る
な
ら
類
推
で
き
る
基
礎
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
競
費
手
績
が
公
穫
的
實
現
手
績
で
あ
る
こ
と
以
外
に
、
こ
の
基
礎
の
読
明
は

見
當
ら
な
い
。

　
む
　
　
ヤ
　
　
む

　
第
九
熟
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
手
綾
と
し
て
の
競
費
と
換
慣
と
し
て
の
競
費
と
の
分
離
が
明
確
で
な
い
。
錐
本
博
士
に
從
へ
ば
、
こ
の
論
擦
は
、

更
に
下
位
に
立
つ
五
つ
の
根
嫁
に
よ
つ
て
支
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
第
一
に
は
、
私
費
主
義
か
ら
公
費
主
義
へ
の
一
般
的
攣
遷
の
攣
革
、
第
二
に
は
、

民
法
三
五
四
條
は
私
の
換
慣
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
れ
を
獅
逸
民
法
が
動
産
質
に
つ
き
私
費
と
公
費
と
を
併
せ
認
め
る
に
比
す
れ
ば
競
費

法
上
の
競
費
は
公
費
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
第
三
に
、
民
法
三
六
七
條
が
私
の
換
慣
を
認
め
同
三
六
六
條
が
民
事
訴
訟
法
に
よ
る
換
債
を
認
め
る

の
は
獅
逸
民
法
が
債
穫
質
に
つ
き
私
費
と
公
費
と
を
併
せ
認
め
た
る
に
比
す
れ
ば
法
が
捲
．
保
樺
の
實
行
を
す
べ
て
執
行
の
形
式
に
よ
る
公
費
と
考

へ
て
ゐ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
第
四
に
、
競
費
法
四
條
が
執
行
吏
は
自
ら
競
買
人
と
な
り
え
ぬ
旨
を
定
め
て
ゐ
る
こ
と
、
第
五
に
、
澹
保

椹
者
が
執
行
手
績
に
お
か
て
配
當
要
求
を
す
る
の
は
執
行
の
形
式
で
捲
保
椹
を
實
行
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
競
費
手
績
が
私
費
の
手
績
で
あ
る
と

す
れ
ぜ
れ
と
均
衡
輿
す
る
こ
と
（
帷
論
蓬
痘
箏
轡
籍
署
翫
籔
騨
讐
続
蕩
饗
輝
雛
嶺
議
騨
講
鮪
鴇
轡
．
こ
鷲

の
根
嫁
の
う
ち
、
あ
と
の
二
つ
は
、
先
づ
問
題
に
な
ら
な
い
。
假
に
競
寳
が
所
謂
私
費
で
あ
る
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
公
正
を
期
す
る
た
め
に

執
行
吏
が
競
買
人
と
な
る
こ
と
を
禁
じ
る
こ
と
は
出
來
る
で
あ
ら
う
し
、
配
當
要
求
と
手
績
の
追
行
と
が
同
一
覗
せ
ら
れ
る
な
ら
、
執
行
手
績
に

お
け
る
無
名
義
債
権
者
の
配
當
要
求
も
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
。
残
る
三
論
嫁
は
、
悉
く
、
手
績
と
し
て
の
競
費
が
國
家
の
手
綾

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
の
み
を
誰
し
て
、
換
慣
と
し
て
競
費
の
性
質
に
は
關
係
が
な
い
。
我
々
が
沿
革
に
學
ぶ
べ
き
は
、
自
力
救
濟
禁
止
の
進

展
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ら
う
し
、
民
法
三
五
四
條
・
同
三
六
七
條
に
鉗
立
す
べ
き
も
の
は
國
家
の
手
績
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ

ら
が
こ
れ
を
超
え
た
根
撮
と
信
じ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
、
手
績
と
し
て
の
競
費
と
換
債
と
し
て
の
競
費
が
混
同
せ
ら
れ
て
ゐ
る
た
め
に
ほ
か
な
ら
な



い
。
私
費
・
公
費
と
い
ふ
概
念
の
曖
昧
な
封
立
さ
せ
方
は
、
如
實
に
こ
の
間
の
清
息
を
物
語
る
も
の
と
言
へ
る
。
こ
れ
を
分
離
し
て
論
旨
を
醗
謹

す
れ
ば
、
換
債
た
る
競
費
が
公
用
徴
牧
に
類
す
る
公
法
上
の
庭
分
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
手
績
た
る
競
費
が
國
家
の
手
績
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
に
よ
る
の
だ
、
と
理
解
す
る
ほ
か
な
い
。
か
く
て
、
こ
の
論
撮
も
、
ま
た
、
競
費
手
績
は
公
権
的
實
現
手
績
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
の
み
を

主
張
す
る
に
露
す
る
。

　
ち
　
　
も
　
　
も
　
　
ヤ

　
第
一
〇
黙
は
、
實
践
上
の
必
要
で
、
訴
訟
理
論
の
間
題
で
な
い
。
但
し
、
こ
の
黙
の
論
明
に
關
蓮
し
て
、
眞
槽
利
者
の
椹
利
の
喪
失
を
、
論
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
ヤ
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
マ
ぜ

が
、
「
訴
訟
法
ハ
…
…
私
権
ノ
保
護
ヲ
完
フ
シ
椹
利
ノ
安
固
…
…
ヲ
維
持
ス
ヘ
キ
大
使
命
ト
ノ
封
照
上
一
少
弊
害
ト
シ
テ
初
メ
ヨ
リ
之
ヲ
甘
受
ス

ル
モ
ノ
タ
リ
」
と
言
ひ
、
法
的
安
定
に
並
べ
て
私
椹
の
保
護
（
鑓
瓢
躾
諜
醗
舞
瀬
）
姦
げ
て
ゐ
る
こ
と
窪
目
す
べ
婁
あ
る
．
論

者
は
進
ん
で
、
「
故
二
若
シ
案
件
ノ
性
質
二
合
セ
ス
特
定
ノ
場
合
ノ
情
實
ト
容
レ
ス
ト
云
力
如
キ
宋
裏
ノ
仁
的
論
法
ヲ
以
テ
本
件
競
落
決
定
ノ
無

数
ヲ
断
セ
ソ
ト
ス
ル
カ
如
キ
ハ
民
事
訴
訟
制
度
ノ
大
本
ヲ
破
壌
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
本
末
輕
重
ヲ
明
カ
ニ
セ
ス
秋
毫
ノ
末
ヲ
覗
ル
ニ
精
シ
ク
シ
テ
輿

薪
ヲ
察
ル
能
ハ
サ
ル
モ
ノ
ト
云
ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
ま
で
、
は
げ
し
い
表
現
を
用
い
て
そ
の
趣
意
を
敷
術
し
て
ゐ
る
。
こ
こ
に
最
も
鮮
か
に
實

現
手
績
と
到
決
手
績
と
の
不
當
な
混
同
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
か
く
て
、
論
者
の
所
論
は
取
る
に
足
り
な
い
論
嫁
と
實
践
上
の
必
要
と
を
除
け
ば
、
す
べ
て
、
結
局
は
、
競
費
手
績
の
公
樺
的
實
現
手
績
た
る

性
格
の
み
に
依
存
し
て
ゐ
る
こ
と
を
、
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
或
手
績
が
公
穫
的
手
績
で
あ
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
こ
れ
に
公
信
的
効

果
を
認
む
べ
し
と
の
結
論
に
導
か
な
い
こ
と
、
第
三
節
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
第
三
黙
・
第
四
黙
な
ら
び
に
到
決
實
現
爾
手
績
の
關
係
に
つ
い
て

は
、
特
に
前
に
も
取
出
し
て
論
じ
た
。

解
繹
論
と
し
て
は
、
公
信
的
効
暑
否
季
る
嚢
の
景
歪
當
と
し
よ
う
（
峨
蠕
鱗
墾
、
藍
顛
燧
鰯
訴
、
監
輩
婁
肇
庵
、
）
．

前
述
の
や
う
に
、
債
務
名
義
は
換
憤
権
を
執
行
機
關
に
授
権
す
る
。
差
押
は
換
償
権
の
存
在
に
よ
つ
て
は
じ
め
て
正
當
化
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
セ

換
償
椹
の
實
髄
的
存
在
を
條
件
と
し
な
い
か
ぎ
り
、
債
務
名
義
が
こ
れ
に
代
は
ら
な
け
れ
ば
、
差
押
は
到
底
是
認
せ
ら
れ
え
な
い
。
第
一
に
、
差
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セ
　
　
ち

押
そ
の
も
の
は
手
綾
の
結
果
を
正
當
化
す
る
に
足
り
な
い
。
差
押
行
爲
が
、
箪
な
る
事
實
と
し
て
、
正
當
化
の
役
に
立
た
な
い
こ
と
は
、
言
ふ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
ヤ

で
も
な
い
。
差
押
行
爲
自
艦
を
可
能
に
す
る
権
限
も
亦
、
一
般
的
な
穂
限
で
あ
つ
て
、
個
々
の
具
髄
的
な
差
押
行
爲
を
是
認
さ
せ
る
カ
を
も
た
な

い
。
こ
の
権
限
は
、
所
定
の
國
家
機
關
が
執
行
機
關
と
し
て
、
個
々
の
且
ハ
艦
的
な
事
件
を
離
れ
て
既
に
有
す
る
椹
限
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
二

つ
の
要
素
の
ほ
か
に
、
具
艦
的
に
有
効
な
差
押
は
、
何
ら
か
の
基
礎
を
必
要
と
す
る
。
こ
れ
が
執
行
手
績
に
あ
つ
て
は
債
務
名
義
で
あ
る
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
獅
法
上
執
行
手
績
に
お
い
て
差
押
質
権
・
彊
制
抵
當
穫
の
成
立
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
通
論
が
、
こ
れ
ら
の
物
椹
は
捲
保
穫
で
は
あ

る
が
執
行
手
績
外
の
債
権
に
從
辱
ず
乞
（
嫌
蘇
警
炬
）
、
ま
た
、
差
押
に
つ
亀
塁
鼻
塁
亀
警
含
騎
塁
昌
隻
と
盗

別
す
べ
し
と
し
て
ゐ
る
（
沖
調
駕
）
こ
と
に
徴
す
れ
ば
、
決
し
て
そ
の
特
有
な
優
先
主
義
を
貫
く
た
め
の
手
段
た
る
に
は
と
攣
ま
ら
ず
、
併
せ
て
、

差
押
の
基
礎
を
蕩
す
る
た
め
の
儀
た
る
あ
で
あ
奮
と
姦
る
こ
と
が
ξ
る
（
鋒
響
忌
．
要
を
る
差
押
塞
禦
蒙

の
が
、
法
律
の
授
椹
に
よ
つ
て
擬
制
的
に
生
じ
る
も
の
で
も
な
く
、
こ
れ
ら
の
特
殊
の
費
却
椹
自
髄
に
存
す
る
も
の
で
も
な
い
こ
と
は
、
差
押
質

穫
・
強
制
抵
當
椹
が
更
に
債
椹
者
の
公
法
上
の
物
椹
に
基
づ
く
と
し
、
こ
の
物
槽
の
實
行
手
績
む
執
行
手
績
に
ほ
か
な
ら
ぬ
と
す
る
読
明
さ
へ
、

廊
緩
復
れ
て
ゐ
る
こ
と
奮
、
明
か
で
あ
る
（
馨
謬
－
）
．
そ
し
て
、
あ
や
う
議
婆
℃
論
が
、
悉
文
實
讐
を
執
行
の

前
提
と
せ
ず
、
債
務
名
義
を
前
提
と
す
る
執
行
手
績
の
構
造
に
由
來
す
る
こ
と
を
考
へ
れ
ば
、
結
局
、
債
務
名
義
が
差
押
に
基
礎
を
與
へ
る
理
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヤ

を
納
得
さ
せ
る
た
め
の
努
力
で
あ
る
に
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
と
を
、
知
り
う
る
で
あ
ら
う
。
第
二
に
、
差
押
そ
の
も
の
以
外
に
も
、
差
押
を
正
當
化
す

る
要
素
は
な
い
。
成
程
、
手
績
の
完
結
は
、
手
績
の
取
滑
攣
更
の
可
能
性
を
去
ら
し
む
る
で
あ
ら
う
。
け
れ
ど
も
、
手
績
は
そ
の
前
提
に
慮
じ
た

効
力
を
生
じ
る
に
す
ぎ
な
い
（
碑
醐
貌
鰍
）
。
實
髄
椹
の
存
在
を
前
提
と
す
る
手
績
で
は
實
艦
穫
の
存
在
に
慮
じ
、
債
務
名
義
の
存
在
を
前
提
と
す

る
手
績
で
は
債
務
名
義
の
存
在
に
慮
じ
、
換
慣
機
關
の
恣
意
檀
断
を
許
容
し
前
提
と
す
る
手
績
で
は
恣
意
檀
断
の
存
在
に
感
じ
、
そ
れ
ぐ
そ
の

限
度
で
効
果
が
承
認
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
も
の
で
、
手
綾
の
完
結
自
艦
に
凋
自
の
作
用
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
成
程
、
關
係
人
に
異
議
・

抗
告
・
訴
の
途
を
ひ
ら
き
、
こ
れ
ら
の
利
用
せ
ら
れ
ず
又
は
悉
く
却
け
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
理
由
と
し
て
手
綾
の
完
結
に
差
押
を
正
當
化
し



て
し
ま
ふ
効
力
を
認
め
る
こ
と
が
出
來
さ
う
に
思
は
れ
る
。
勿
論
、
法
律
を
も
つ
て
張
行
す
る
こ
と
は
髄
か
に
出
來
る
こ
と
に
違
ひ
な
い
。
し
か

し
、
そ
の
途
を
と
ら
な
い
限
り
、
到
決
手
績
か
ら
切
離
さ
れ
た
實
現
手
績
に
お
い
て
、
．
關
係
人
の
實
艦
的
権
利
の
齢
属
を
決
定
す
る
こ
と
は
、
制

度
の
約
束
を
超
え
る
こ
と
で
あ
る
。
も
し
、
そ
れ
、
競
費
手
綾
に
必
ず
利
害
關
係
人
を
關
與
せ
し
め
、
そ
の
主
張
に
つ
い
て
實
艦
的
審
査
の
権
限

を
競
費
機
關
に
與
へ
て
し
ま
ふ
に
至
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
そ
の
ま
x
債
務
名
義
を
採
用
し
た
に
等
し
く
、
而
も
解
繹
論
と
し
て
は
考
へ
え
な
い
所

で
あ
ら
う
。
か
く
し
て
、
債
務
名
義
以
外
に
公
信
的
効
果
の
根
擦
を
求
め
る
こ
と
は
全
く
不
可
能
で
あ
る
。
洵
に
、
　
「
債
務
名
義
の
存
在
を
必
要

と
し
な
い
」
と
い
倉
と
は
「
實
讐
朶
存
窪
拘
ら
ず
欝
手
蓼
行
い
得
る
場
ム
・
餐
い
」
と
い
を
と
墓
る
（
霧
翅
．
到
例
が

競
費
手
績
が
私
人
に
換
憤
権
の
留
保
せ
ら
れ
た
手
綾
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
こ
れ
比
公
信
的
効
果
を
否
定
す
る
に
封
し
て
、
　
「
到
例
の
論

法
に
依
れ
ば
債
務
名
義
に
基
き
て
爲
さ
れ
た
る
張
制
競
費
の
場
合
と
錐
も
f
債
務
名
義
の
存
否
の
黙
に
於
て
差
異
を
冤
れ
な
い
が
ー
同
一
の

推
究
が
出
來
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
」
と
批
評
す
る
（
髄
瓢
二
）
が
ご
と
き
は
、
全
く
債
務
名
義
の
機
能
を
誤
認
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
尤
も
、
債
務
名
義
な
く
し
て
は
公
信
的
効
果
を
認
め
る
こ
と
が
出
來
な
い
の
は
、
こ
れ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
實
髄
樺
と
手
績
の
結
果
と
を
切
離
す

こ
と
が
出
來
な
い
に
よ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
特
に
ヒ
の
切
離
し
を
企
て
る
制
度
が
手
績
外
に
準
備
せ
ら
れ
れ
ば
、
話
は
別
に
な
る
。
か
や
う
な
準

備
を
立
法
に
よ
つ
て
達
成
す
べ
し
と
論
じ
れ
ば
立
法
論
と
し
て
債
務
名
義
と
無
關
係
に
公
信
的
効
果
を
要
求
で
き
る
も
の
で
あ
る
し
、
か
や
う
な

準
備
を
既
に
現
行
法
上
認
め
う
る
も
の
と
論
じ
れ
ば
解
繹
論
と
し
て
債
務
名
義
と
無
關
係
に
公
信
的
効
果
を
要
求
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
可
能
な
方
策
は
多
種
多
様
で
あ
ら
う
。
主
要
な
方
策
の
一
つ
は
、
國
家
に
目
的
物
の
牧
用
庭
分
権
を
認
め
て
し
ま
ふ
こ
と
で
あ
る
。
競
費
手

績
が
公
樺
的
實
現
手
績
で
あ
る
こ
と
は
必
ず
し
も
換
債
た
る
競
費
を
國
家
の
牧
用
庭
分
椹
に
基
づ
く
と
み
る
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
で
は
な
い
し

（
踊
）
、
却
つ
て
饗
荏
私
人
に
穰
撃
留
保
し
て
ゐ
る
と
磨
れ
る
奮
（
酌
）
、
解
繹
論
も
て
窪
現
行
塗
こ
の
準
欝
り
と
い
ふ
こ

と
は
難
し
い
。
主
要
な
方
策
の
他
の
一
つ
は
、
不
服
申
立
の
途
の
杜
絶
を
機
會
に
、
眞
所
有
者
の
樺
利
を
否
定
し
て
し
ま
ふ
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

ま
た
利
盆
衡
量
の
結
果
奈
何
に
よ
つ
て
は
解
繹
論
と
し
て
も
成
立
た
な
い
か
ぎ
り
で
は
な
い
。
し
か
し
、
眞
所
有
者
を
犠
牲
に
で
ぎ
る
か
ど
う
か
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は
な
ほ
問
題
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
て
、
た
と
へ
講
求
異
議
の
訴
も
し
く
は
實
鰹
槽
不
存
在
確
認
の
訴
と
こ
れ
に
件
ふ
庭
分
と
に
よ
つ
て
も
眞
所

有
者
を
競
落
人
に
封
し
て
譲
歩
さ
せ
る
に
足
り
る
か
ど
う
か
疑
が
残
る
有
様
で
あ
る
か
ら
、
特
別
の
規
定
の
な
い
現
行
法
の
解
繹
と
し
て
、
既
に

か
N
る
方
策
が
備
へ
ら
れ
て
ゐ
る
と
解
す
る
の
は
、
解
繹
論
の
坪
を
こ
え
る
も
の
で
あ
ら
う
。
主
要
な
方
策
の
更
に
他
の
ひ
と
つ
は
、
實
艦
法
上

す
べ
て
の
物
権
的
外
観
に
關
し
て
完
全
な
公
信
的
効
果
を
認
め
て
し
ま
ふ
こ
と
で
あ
る
。
現
在
で
も
動
産
の
競
費
に
つ
い
て
は
印
時
取
得
の
制
度

で
手
績
の
結
果
に
公
信
的
効
果
を
認
め
う
る
で
あ
ら
う
が
、
競
費
手
績
の
結
果
が
問
題
と
な
る
の
は
實
際
上
不
動
産
の
競
費
が
中
心
な
の
で
あ
つ

て
、
こ
れ
に
關
す
る
か
ぎ
り
解
繹
論
と
し
て
こ
の
方
策
を
考
へ
る
蝕
地
は
な
い
。

　
か
く
し
て
、
中
心
的
な
不
動
産
競
費
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
立
法
措
置
に
よ
る
の
ほ
か
、
債
務
名
義
な
く
し
て
公
信
的
効
果
を
認
め
る
餓
地
は
先

づ
な
い
。
解
繹
論
と
し
て
競
費
手
績
に
債
務
名
義
を
認
め
え
な
い
こ
と
は
前
節
に
み
た
所
で
あ
る
。
從
つ
て
、
解
繹
論
と
し
て
は
、
概
し
て
、
現

行
手
績
に
つ
い
て
公
信
的
効
果
を
肯
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

七

　
斯
く
、
競
責
手
績
に
つ
い
て
公
信
的
効
果
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
訴
訟
理
論
上
の
必
要
は
な
い
。
解
繹
論
も
立
法
論
も
、
そ
の
以
外
の
黙

に
立
脚
し
て
樹
て
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
。
然
る
と
き
は
、
現
行
法
の
構
造
上
、
解
繹
論
と
し
て
は
競
費
手
績
に
債
務
名
義
は
必
要
で
な
い
と
見
る

ほ
か
な
く
、
債
務
名
義
を
必
要
と
し
な
い
と
す
る
以
上
、
帥
時
取
得
の
や
う
な
特
別
の
制
度
を
認
め
う
る
場
合
を
除
い
て
は
、
逆
に
公
信
的
効
果

を
認
む
べ
き
で
は
な
い
と
い
ふ
訴
訟
理
論
上
の
必
要
が
は
た
ら
く
。
公
信
的
効
果
を
認
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
立
法
論
と
し
て
事
を
論
じ
る
の
が
健

全
で
あ
る
。
そ
し
て
、
立
法
論
と
し
て
公
信
的
効
果
を
認
め
よ
う
と
す
る
な
ら
、
債
務
名
義
の
採
用
を
論
じ
る
の
が
自
然
で
あ
る
が
、
公
信
的
効

果
を
認
め
る
べ
き
か
否
か
、
從
つ
て
、
債
務
名
義
を
採
用
す
べ
ぎ
か
否
か
は
、
訴
訟
理
論
上
の
要
求
な
る
も
の
か
ら
解
放
さ
れ
、
自
由
に
諸
般
の

實
艦
討
法
政
筆
的
要
求
を
勘
按
し
て
決
定
せ
ら
る
べ
ぎ
で
あ
る
。
我
妻
教
授
が
こ
の
問
題
を
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
間
題
・
論
理
の
問
題
で
な
い
と
言
つ



て
居
ら
れ
る
の
は
、
蓋
し
邊
正
當
塞
る
（
畿
V
．

　
そ
れ
な
ら
、
立
法
論
と
し
て
公
信
的
効
果
を
要
求
し
、
そ
の
た
め
競
費
手
績
に
債
務
名
義
を
必
要
と
す
る
や
う
に
法
典
の
改
正
を
行
ふ
ζ
と

（
野
蟹
嘱
薩
噸
巌
漣
瀬
に
）
は
適
切
で
あ
る
か
．
本
稿
讐
楚
答
へ
る
こ
と
を
目
的
と
叢
い
．
し
か
し
、
事
柄
は
さ
禽
讐
翁

断
で
き
な
い
所
で
あ
ら
う
と
考
へ
る
。
通
詮
的
立
法
論
は
し
き
り
に
競
買
人
の
保
護
を
強
調
す
る
。
捲
保
権
は
目
的
物
の
使
用
権
能
で
は
な
い
か

ら
、
取
引
の
安
全
が
鶉
苫
れ
る
こ
と
塗
お
畠
然
虜
る
（
蛾
鞭
」
赫
灘
鍵
纏
建
墾
騒
諜
動
矯
．
）
．
こ
れ
籔
辛
る
實
罪

法
政
策
的
要
求
は
、
勿
論
、
目
的
物
の
眞
正
の
椹
利
者
の
保
護
で
あ
ら
う
。
間
題
を
動
的
安
全
と
静
的
安
全
と
の
勤
立
と
し
て
理
解
し
、
今
日
で

は
後
者
が
前
者
に
譲
る
べ
ぎ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
競
費
手
績
に
お
い
て
も
ま
た
、
蹄
落
人
の
地
位
が
保
護
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
の

が
、
通
読
的
立
法
論
の
筆
法
で
あ
る
。
訴
訟
理
論
な
る
も
の
を
持
出
す
異
論
も
、
み
な
、
こ
の
黙
は
同
様
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
か
や
う
な
動
的

安
全
と
静
的
安
全
と
の
勤
立
を
、
こ
の
場
合
、
軍
純
に
公
式
的
に
受
取
る
態
度
に
は
、
少
か
ら
ず
疑
間
を
感
じ
る
。

　
第
一
に
、
取
引
の
安
全
の
た
め
に
、
常
に
競
落
人
の
所
有
権
取
得
を
肯
定
す
る
こ
と
が
、
こ
の
場
合
、
必
要
な
こ
と
で
あ
る
の
か
。
債
務
名
義

に
よ
つ
て
公
信
的
効
果
を
確
保
す
る
と
き
に
は
、
公
信
的
効
果
と
は
言
ひ
な
が
ら
、
實
髄
法
上
に
帥
時
取
得
や
表
見
代
理
を
問
題
に
す
る
場
合
と

は
異
な
つ
て
、
競
落
人
の
善
意
と
悪
意
と
に
態
じ
て
手
績
の
結
果
を
二
三
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
悪
意
の
競
落
人
を
保
護
す
る
こ
と
が
取
引

の
安
全
の
た
め
に
果
し
て
必
要
な
こ
と
で
あ
ら
う
か
。
勿
論
、
債
務
名
義
を
要
求
す
れ
ば
、
虚
無
の
捲
保
灌
に
基
づ
く
手
績
が
少
く
な
る
こ
と
は

豫
想
せ
ら
れ
る
が
（
嘱
糖
議
瀧
携
藤
勤
雛
誌
馨
そ
）
、
且
っ
假
に
難
の
揮
獲
巷
く
手
禦
復
れ
て
轟
意
の
競
落
入
が
目

的
物
を
取
得
で
き
る
こ
と
は
現
に
執
行
手
績
に
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
か
ら
そ
れ
で
い
い
の
だ
と
も
言
へ
る
で
は
あ
ら
う
が
、
通
読
的
立
法
論
の

中
に
は
登
記
簿
の
謄
本
の
ご
と
き
を
も
債
務
名
義
に
加
へ
よ
う
と
す
る
も
の
が
あ
る
か
ら
、
念
を
押
し
て
置
く
こ
と
が
必
要
と
思
ふ
。
な
ほ
、
物

樺
的
表
象
に
悉
く
公
信
力
を
與
へ
る
方
疫
を
揮
ぶ
場
合
に
は
、
要
件
の
内
容
を
周
到
に
規
定
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
現
在
認
め
ら
れ

る
動
嚢
嚢
の
鐸
取
得
盆
髪
つ
い
て
も
こ
の
鞍
禦
歎
サ
り
れ
る
（
藩
繍
鐙
敷
鞍
難
）
。
叢
と
籍
に
つ
い
て
璽
。
立
．
心
か
、
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ど
こ
ま
で
過
失
は
推
定
せ
ら
れ
る
か
、
等
。

　
第
二
に
、
債
務
名
義
は
換
慣
椹
の
保
障
に
の
み
關
し
て
、
目
的
物
の
所
有
権
を
保
障
し
な
い
。
從
つ
て
、
有
効
な
措
保
権
に
基
づ
い
て
目
的
物

の
譲
渡
後
前
主
を
債
務
者
と
し
て
行
は
れ
る
競
費
や
、
目
的
物
以
外
の
物
に
封
し
て
行
は
れ
る
競
費
に
よ
つ
て
は
、
債
務
名
義
制
度
の
も
と
で

も
、
競
葵
管
的
物
叢
得
で
叢
い
．
ま
た
、
他
人
の
物
の
上
に
篠
禦
馨
蕩
れ
霧
合
（
穀
盤
羅
穣
吐
鶴
灘
謙
）
竃
、
こ

の
措
保
穫
の
實
行
に
よ
つ
て
競
落
人
は
目
的
物
を
取
得
で
き
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
他
人
の
物
の
上
に
す
る
捲
保
穫
の
設
定
は
無
効
で
あ

る
か
ら
、
債
務
名
義
が
與
へ
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
こ
と
は
勿
論
だ
が
、
與
へ
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
物
も
實
際
に
は
與
へ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
た
め

に
、
こ
の
最
後
の
間
題
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
右
の
始
の
問
題
は
承
纏
執
行
文
で
片
が
附
か
う
し
、
中
の
間
題
は
現
在
の
執
行
手
績
と
同
じ
こ
と

で
あ
る
か
ら
諦
め
も
つ
か
う
し
、
そ
し
て
、
三
間
題
と
も
反
封
の
解
繹
が
不
可
能
で
も
な
か
ら
う
し
は
す
る
け
れ
ど
も
、
敦
れ
に
せ
よ
、
債
務
名

義
が
萬
能
の
作
用
を
も
つ
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
債
務
名
義
を
必
要
と
し
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
、
捲
保
権
者
に
と
つ
て
は
大
き
な
便
利
で
あ
る
。
通
読
は
、
目
的
物
の
所
有
者
と
競
落

人
と
の
み
を
封
立
さ
せ
て
考
へ
て
、
捲
保
権
者
の
立
場
を
遺
却
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
。
執
行
手
績
に
お
い
て
債
務
名
義
を
え
執
行
文
の
付
與

を
求
め
る
こ
と
は
相
當
の
面
倒
で
あ
る
が
、
債
務
名
義
を
要
求
し
な
い
と
き
は
こ
の
面
倒
が
悉
く
除
か
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
事
は
、
剰
鹸
の

見
込
な
き
場
合
の
競
費
取
沿
や
配
當
手
績
に
關
す
る
執
行
法
の
規
定
が
競
費
手
績
に
準
用
せ
ら
れ
な
い
と
す
る
到
例
理
論
と
相
侯
つ
て
、
捲
保
穫

の
實
行
を
相
當
に
簡
便
に
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
到
例
が
競
費
手
績
に
債
務
名
義
の
な
い
理
由
を
手
績
の
簡
易
迅
速
を
目
的
と
す
る
た
め
と
読
明

す
る
の
に
封
し
て
、
屡
、
、
債
務
名
義
の
な
い
方
が
複
維
な
關
係
を
生
じ
る
と
し
て
、
論
難
が
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
、
到
例
が
捲
保
権
者
自
身
の

立
場
を
み
る
に
封
し
て
、
そ
の
眞
意
を
誤
解
す
る
も
の
で
あ
る
。
表
見
捲
保
椹
の
實
行
を
恐
れ
る
の
あ
ま
り
、
眞
正
の
捲
保
樺
者
の
こ
の
便
利
を

奪
ふ
こ
と
は
相
當
で
あ
ら
う
か
。
捲
保
権
は
債
椹
よ
り
も
彊
力
で
あ
つ
て
差
支
な
く
ま
た
債
穫
と
異
な
り
任
意
の
履
行
と
い
ふ
こ
と
を
考
へ
る
こ

と
も
で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
捲
保
樺
の
實
行
を
債
樺
の
た
め
の
執
行
か
ら
匿
別
す
る
こ
と
も
理
由
が
な
い
と
は
言
へ
な
い
で
あ
ら
う
。
殊



に
、
現
行
民
法
を
前
提
と
し
て
、
競
費
手
績
に
債
務
名
義
を
要
求
し
、
競
費
手
績
を
執
行
手
績
と
統
合
す
る
と
き
は
、
ひ
と
り
約
定
捲
保
椹
に
つ

い
て
の
み
債
務
名
義
が
必
要
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
法
定
櫓
保
権
に
も
こ
れ
を
必
要
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な
ら
う
。

　
第
四
に
、
公
穫
力
の
干
渉
を
増
大
す
る
こ
と
の
み
が
、
椹
利
の
保
障
と
取
引
の
安
全
と
を
圖
る
途
で
あ
る
の
か
。
現
在
で
は
、
執
行
手
績
で
さ

へ
、
殆
ど
十
全
の
作
用
を
螢
ん
で
ゐ
な
い
と
言
は
れ
て
ゐ
る
。
債
務
名
義
を
探
用
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
競
落
人
を
保
護
し
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
そ

れ
だ
け
で
、
競
落
代
債
の
低
下
を
防
ぎ
、
不
動
産
金
融
の
梗
塞
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
ヨ
リ
大
き
な
原
因
は
他
に

あ
る
で
あ
ら
う
。
こ
の
黙
か
ら
は
、
寧
ろ
、
、
構
利
實
現
手
績
全
髄
の
抜
本
的
な
改
造
が
望
ま
れ
は
し
な
い
か
。
公
椹
力
が
寧
ろ
一
歩
を
退
い
て
民

間
の
換
債
手
績
を
監
督
す
る
に
と
黛
め
る
の
も
一
策
で
あ
ら
う
。
逆
に
進
ん
で
す
べ
て
を
國
家
の
計
算
に
お
い
て
決
濟
す
る
の
も
一
策
で
あ
る
。

要
は
無
條
件
に
執
行
手
綾
を
範
型
と
し
て
こ
れ
に
固
執
し
な
い
こ
と
が
必
要
で
、
間
題
は
軍
な
る
債
務
名
義
の
問
題
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
の
で
あ

る
。　

結
論
が
ど
ち
ら
に
決
ま
る
か
は
、
本
稿
に
と
つ
て
關
心
の
外
に
あ
る
。
無
用
な
繋
縛
か
ら
切
離
さ
れ
て
、
立
法
論
が
で
き
る
か
ぎ
り
自
由
な
立

場
、
で
き
る
か
ぎ
り
廣
い
親
野
に
お
い
て
、
検
討
せ
ら
れ
る
こ
と
を
希
望
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
二
九
年
一
二
月
二
〇
日
稿
）

競
賓
手
績
と
公
信
的
効
果

三
三

（
一
一
一
）


